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いつもの「マンガ」をオレならこう撮るの　部分掲載の章







「坊ちゃん」の時代


 　ちょっとだけ、掲載。

　( )と*5という注釈五番を削っている。

　映画の予告編集版、なのか？


 　　　☆


 　同じ事を何度も書くとアニメ映画『ＴＡＴＳＵＭＩ』を海外の人たちが作ってくれて、それも手書きの平面アニメで、意義を感じる。まあ実際のマンガ評論、アニメ評論を描くと、「ドラマチックピクチャーの輸出」は無視されている。つまり、辰巳ヨシヒロが国内で無視されているのである。皆も知っている、週刊文春を通して、Ｅメールでいしかわじゅん先生にＰＤＦデータの「ドラマチックピクチャーの輸出」を献本している。本人に尋ねても、後から添付されたファイルの転送メールを消したと、非情な事を言うだけだよ。

　だから、『「坊ちゃん」の時代』も無視されるだろうな。もう彼らに向けて映画を撮ることはない。

　作中内のたばこを吸ったり、自動車から出る煙を『地獄の黙示録』のスモッグを炊いて、作画の煙を再現！　あんなリドリー・スコット監督みたいな煙でないからね。

　コッポラやリドリー・スコットはなんであんな煙を焚くのか、絵画の歴史において自分たちは印象派に属している自覚とセルフプロデュース的な意味合いがあるのか、ご本人様たちが口にしているのを読んだことない。

　印象派が浮世絵を参考にして、西洋絵画を変えたみたいな、それが一致するかは賭けだが、観客層が海外の場合、谷口ジロー人気をあてこむのがとりあえず正しそうである。

　『神々の山嶺』が作画のマンガの方をアニメ映画にしている。原作小説の方ではない。それもおフランス発である。バンドデシネ作家として、認められている。『ＴＡＴＳＵＭＩ』の時もそうだったけど、日本の人、冷たいのである。

　ともかく、海外の書店にはMANGAのコーナーがあるらしいが、ＢＤの欄に置いてあるかも、というのが谷口さんのマンガだ。

　当の『「坊ちゃん」の時代』の内容は、まだ一定層いる、日本の近代文学が好きな人向け。原作が８０年代リリースだから、今から比べたら相当数、いる時期。今はもう、どのジャンルでもそうだが、少なくなっている。

　この二つの円、重ならない。

　日本の人はなんとか近代文学を知っているが、谷口ジロー人気は見込めない。

　海外の場合、谷口ジロー人気をあてこんでも、扱っている題材が日本近代文学・黎明期の作家たちで、日露戦争が終わったあたりの時期に、別に興味がありはしない。

　秋から冬、桜が散る頃までの、メイキング『坊ちゃん』で、フェイクヒストリーという目玉を思わず喰っちゃうような面白い嘘が付かれている。面白い嘘をつかないと、『歩くひと』になる。

　そして漱石の文学は、ちょっとは翻訳されている。そのあたりの本も出ている。

　しかし、村上春樹並に海外で知られて、読まれているかというと、それはないわけで、「漱石だから映画を観る」は国外には無い。

　海外での谷口ジロー人気はあるのに、題材がクライミングムービーや反ナチス映画ではないから、ウケないだろうね。『犬を飼う』や冒険ならぬ「冒犬もの」の犬の映画の方がまだ海外ウケすると思われる。

　すると国内と海外のコピーが違う。

　「日本で有名な人ですが、ちょっと気難しい」

　「せっかく谷口ジローさんの映画が出来ました」


 　　　☆


 　最後の括弧内の「仏訳にする」のは、削らなくても良かったのでは？

　それで、「ドラマチックピクチャーの輸出」をPuboo内で一時無料公開にしていた（現在は非公開）けど、こうした輸出されて成功した作家が、国内でまた高く再評価されて、リバイバル人気が起るって、ちょっと無い。

　それと、史実厨の問題にも、触っているし、この部分をサービス掲載するのが、正しいと思われる。

　広告のためのサービスなんだけどな。







吾猫も坊ちゃんも撮りたい


 　『「坊ちゃん」の時代』を撮るなら、ついでに『吾輩は猫である』と『坊ちゃん』も映像にしたい。やはり動画配信サービスで製作費をペイできる、NETFLIXなら時代感を出す為の予算があり、償却が終わったらＮＨＫで放送の『火花』方式もできる。

　この余勢で高橋源一郎の『日本文学盛衰史』までやりたい。インプレゾンビとやってる事同じ（すてきなおっぱい）の重里さんが原宿の大患時にお見舞いにやって来てくれて、改行がどうのこうの言っているのを、重里さん本人が演じてほしい。エイジングして当時の年齢に、技術でなんとかする。

　本当に最近それ町のあの役に似てきた櫻井孝宏がゲンちゃんで、関川さん荒川さんのディスカッションをちゃんと映像化したい。Ｋ≒石川啄木説は学者の世界では、流派的な問題か、黙殺されている。

　まあ、映像作品はどの時代も景気のいいところで作られる。

　映画業界を廃れさせたテレビ時代が長くあって、今が動画配信サービスなだけ。

　だいたい同じ役を同じ俳優が演じるというＭＣＶ方式――ＭＣＶ方式ってなんだよ。せめてＭＶＵ方式、マーベル・ビデオ・ユニバースだろ。そういうソウセキ・シネマティック・ユニバースな連作性を持たせる、漱石も短編作品が有機的に繋がる「連作短編性」を持たせたから、原作通りと、思われる。

　奥さんが綾瀬はるかで、清も演じるのはちょっと違う。

　かも。

　最近、岩波新書の『夏目漱石』を読んでみたら、いろいろ拾えそうなネタがある。それで「清は坊っちゃんの実母説」を援用するなら、ありえる。

　これは否定的、却下されるだろう。

　なんでこの説は取り上げるのに、Ｋ≒石川説は取り上げないのか、不思議でならない。新書にある通り、明治・大正は四十代で「ばばあ」と言われる時代。確かに十代で嫁に行かされると、四十代で孫ができている時代では、四十代であっても清は立派に「ばばあ」と言われる世代であるのは、たしかに頷ける。

　しかし、幾つかのマンガでも清は、おばあさんに描かれている。

　だから、もう一般大衆向けだと、「清は坊っちゃんの実母説」はできないだろう。ただ、漱石作品の中には、女中に手を出したお父さん、そういう件がある。

　ともかく、苦沙味先生と酩酊先生は漱石を分割している。

　これは『漱石先生 おおいに悩む』でも触れられている、坊ちゃんと赤シャツは漱石のパーソナリティーを分割している。江戸っ子と留学して西洋かぶれのプロフィールを、それぞれ割り振っている。（書簡にもその点を本人が触れていて裏付けあり）

　現代の言葉で、フラットキャラクターにしている。（作劇術として古くなりつつあると思われる）

　当たり前で、説明不要、人間は多面的であり、一個人の人格が形成されれば、立体的キャラクターとなる。たとえで「キャラが立つ」のである。全ての人はコンプレックス、複合体であり部下には厳しい上司も、家庭では娘・息子に甘いパパである事はざらにある。

　これもあくまでたとえだけど、“平面では立たないが立体では自立する”という事で、平面図形でも、「キャラが立つ」場合、それはカードトランプを立てるみたいな器用さのいるテクニックがないといけない。（キャラの色を分けると色が際立つみたいな事だね）

　一面的であってほしいという受け手の願望、情報の処理能力として、すぐ決めつけたい。平蔵の述懐にあるような「人は悪い事をしておいて、良い事をする」というのは、連作短編方式だから、主役扱いの人物に焦点があてられ、多面性が出ているだけ。

　おなじく、苦沙味と酩酊を川島省吾と男色ディーノに分割する。するとスケジュールが合わない。本業がプロレスラーだと、一回こっきりしかできないケツ論（ディーノ語）となる。

　馬場さんだって『用心棒』一回だけ。『椿三十郎』には出て来ない。

　特撮ヒーローものだと、川島省吾と男色ディーノがキスして合体し、ジャイアント馬場に変身する。腐女子さまへのジャイアントサービスである。

　「サービスになってないよ。それにジャイアントサービス、そういう意味じゃない」

　元子夫人の話題をせず話をキャストに戻すと、マキタスポーツさんや鈴木もぐら（空気階段）、ハリウッドザコシショウら身体が空いていた人になるか、一人二役、苦沙味と同一人物が演じるという、そういう配役案が出る。

　とりあえず絶対殺すマンは出てこない。

　すでに指摘されているか、奥さんと酩酊先生のポンチな会話は夏目夫妻の家庭内での会話、そのまま引いている。

　史実として大学教育を受けていない女性と、近代文明の教養を植えられた存在の知識量にギャップがある。『ルドルフとイッパイアッテナ』でも、この関係性が黒ルドルフ（鏡子婦人）で虎柄イッパイアッテナ（漱石）で、けっこう批評になっている。

　漱石の筆名、元々の金之助という本名あり、一時養子で姓の転籍ありで、そして作品内で自分を分割して、まさに名前が「一杯あってな」で、黒猫が主人公である以外にも、吾猫フォロワーだったんだと、たった今気づいた。

　ＳＦが近代文学の再発明なら、児童文学でも再発明に転用できると、吾猫を20世紀・昭和末期でやると『ルドルフとイッパイアッテナ』になる、と。で、行方不明になった人は死亡扱いになるみたいに、ルドルフは亡くなっている事にされている、『吾猫』のラストと符合する。そして黒猫が「増殖」している事も、自己批評的に語られている。（この話『サクラダリセット』まで行く）

　さらにタイガー＝寺田寅彦で、海外に一時的に行っていたご主人様は漱石の英留学に擬えられる。あとがきでトラというか裏ドラなのか、太田西涯の書いた本みたいに「猫が書いたメモを清書した」のが本書といいはる、

　「なんで、皆、同じ事やりたがるんだよ！」

　と、思わずツッコミしてしまう。

　それは80年代ポストモダン文学の、娯楽の転用、であったのだろう。（論述すると、長いよ）

　猫の視点で自分自身を滑稽に語るという、一部の知識人しか書けなかった写生文とキリスト教圏ではなかなかできない動物の擬人化法を猫に試みるのが『吾猫』で、中編の「坊ちゃん」は『「坊ちゃん」の時代』にある通り、講談に寄った話を散文小説にしている。なぜなら、みんな講談速記を読んでいたから。乱立する新聞に載っていて、人気作があれば売り上げを左右したという。

　それで講談速記録のような話、現代（当時）小説が読める。それを書ける発見・発明であったと。読者の皆さんはわかるか、中間小説で直木賞をとれそうな小説、それが芥川賞をひょんな事からとっているようなのが『吾猫』。「文明批評」の部分が高い評価である。

　まあ、当時の読者は落語の速記も読んでいたので、『吾猫』は講談よりも、落語に近い。だから映像はNHKの「落語・ザ・ムービー」に寄せて、一本だけ全編落語家（それは間違いなく円朝師匠であるの画映像から示唆される）が語る回があっても、良いと思う。

　落語の速記が口語文、こと言文一致に寄与したのは有名であり、そっちの終わりつつある江戸がパッケージされている。当時の寄席に通う客は、「懐かしい」を感じていたはず。

　『日本文学盛衰史』でもミステリーを読み解くように読まなくちゃならないと、漱石作品を評している。中間小説と言う概念が無い、その時代に講談速記を読む大衆読者に寄ったのが、「坊っちゃん」。

　21世紀のライトノベルも似たようなところがあるけど、こうした文芸作品の代用品、明治・大正の漱石の初期作品が相対的に「代用」として他の文学者の作品よりは読まれる、というのが私の見立てとなる。

　漱石の文学、芸術寄りの作品は、たとえば『草枕』で言語芸術の事を絵画芸術論・美学を通して（置き換えて）語る小賢しい内容では、好きな人はいるけど、大衆的人気はもちろんないだろう。清実母説をとれないのと同じく、映像化が難しいと思われる。芸術家の悩みというのは、例を上げるまでもなく大衆受けが悪い。

　これを踏まえると、よく森田芳光は『それから』を映画化できたと思う。芸術家の悩みではなく、近代化で裕福にはなれるけど、これでいいのか？　というのが、ちょうどバブル期では皆の悩みになっていたのだろう。制作資金もでやすかった、というのは、余計なおまけである。

　余計なモノを抜くといえば、『吾猫』の鼻毛を抜くとかを『「坊ちゃん」の時代』では引いている。便所で「む～ね～も～り～」と謡をするのがあるが、黒猫は座興で「む～ね～も～り～」と謡をするのを目撃している。

　ところで皆、知っているタカジアスターゼが何故か、『「坊ちゃん」の時代』では出てこない。なんで出てこないのか？　いろいろ考えたけど、もう原作者に聞くしか、ない。（映画公開なら売店販売用「タカジアスターゼ味のガム」とか売りたい／実は原作者に答えを訊かずとも資料を読んでわかった）

　『すごいよ！マサルさん』でフーミンが薬をガブ飲みするみたいに、タカジアスターゼをガブ飲みする苦沙味先生を撮りたい。

　笑いになるか、『漱石先生 おおいに悩む』にも書かれている『吾猫』はパロディ作品がたくさんある。それで「吾輩は人間である」が酷評されているのだが、“吾輩は苦沙味である。常日頃に胃痛に苦しんでいる”と言いつつ、タカジアスターゼをガブ飲みする。

　メタなパロディ作品になってしまう。

　『「坊ちゃん」の時代』で作ったＣＧの黒猫が『吾猫』で出てくる場合、映像の権利を一括で管理して、テレビアニメのバンクシステムで話数を作れば作るほど経費が圧縮される仕組みを応用できる。『「坊ちゃん」の時代』で、３Ｄモデリングの映像素材を作っていれば、の話である。

　『コララインとボタンの魔女』で、黒猫の声を省吾、川島省吾がしていて、それなら『吾猫』の独白、地の文で語られる、苦沙味先生こと漱石が、猫がこんなことを思っているだろうな、という想像の世界をナレーションしてもらう。

　猫の一人称が落語の師匠が語る名調子のような語り口になるというか、作者の漱石も興が乗ってきていると感じる地の文がある。だから落語家に一本語らせる回があっても、おかしくないとは思う。

　ただ、動物タレントを使うと、「よくあのシーン、撮れたね」と褒めてもらえるのは予想できるけど、いろいろなシーン、３Ｄモデルの猫にやらせないと、無理じゃない？　カマキリを追っかけるというシーン、猫にどうやって撮らせるの？　猫の喧嘩を撮るって、動物タレントで、できる？　怪我した時、どうするの？

　むしろそんな事、考えたくない。

　ＣＧで誤魔化すしかない。

　そこは「吾輩はＣＧの猫である」をしないと、いけない。

　「吾輩は動物タレントの猫である。ギャラは事務所の社長がもっていって、キャットフードしかもらえない」などのギャグはやらない。

　窃視されている錯覚・妄念を抱いていた漱石であるが、実は黒猫が苦沙味先生を覗いてた、という解釈もありえる。

　「坊っちゃん」でも松山で天麩羅そばを食ったら、「てんぷら」といじられる学生たちとの微笑ましい交流がある。そういうなんというか、ちゃんとした診断をしないといけないけど、脅迫概念とかの「症」がある人にやると、それは良くない。とても良くない。

　予断しちゃいけないけど、窃視されているという「とらわれ」体験が書かれている。自分は勝手に先生たちに渾名を付けているのに、自分に「てんぷら」と付けられると「イヤだ」という、生まれ始めた東京人によくある事なんだけど。

　そうすると、一部、『「坊っちゃん」の時代』の映像を加工して、東京パートが共通の映像である。ただ、世界線が違う、ルートマップが出来てしまう。フローチャートで誰に窃視されていると思うかで、進む作品が違う。

　一応は樋口一葉の霊が漱石ら近代文学者を気になって見ている、見守っているというのを、感じたら本編そのまま進める。小泉八雲が出てくるのは、死者の視線・視点を拾うというためで、まあ、カットしたら、無くなるんだけど。（さらに進めるとカメラアイとは「死者の視点である」まで論じるとインテリっぽい）

　ちらっと書生や学生服姿の人物が自分を見たかな、と感じて松山の学生たちのようだとなると「坊っちゃん」に進み、動物の視線、あれはうちの黒猫だったかなと感じれば『吾猫』に進む。

　このあたりにイシイジロウさんを脚本で起用する余地が生まれる。ハイパーテキスト化、もうわかるけど、サウンドノベルを一本作れるという事。

　「これが私のYU-NOです」

　窃視されている、という事は、反対に窃視するモノがいる。

　つまり覗きで、ある。

　銭湯のシーンを猫が覗く、ピーピングだから視聴制限で国際的だと、乳首を蛇口で隠さないといけないとか、エガちゃんの絆創膏を貼っているのと同じ。

　チャンス大城が裸で銭湯で身体を洗っているところ、ちゃんとモザイクがしてある面白いギャグがあるので、ちゃんと振ったネタを回収していない、登場するチャンスが無かったのである。（アナキン映像化企画で振ったネタを今回収）

　ねつもじ記者しかわからない、「はよ入（い）れろよや」と銃を突きつけられて、強制的に同性愛をする事を強要される「このヤクザならディーノを……」となる。だけど、チャンス大城とディーノがキスしたら≪中略≫ジャイアントサービス。ジャイアントサービスのネタをするチャンスを与える人。

　そんな元子夫人ケチケチ伝説ジャイアントサービスな『吾猫』はプレ『…の時代』だから、うかつに配役しちゃうと、まだ出会ってない実在の人物と、なぜか創作内では先に会っているという「辻褄が合わない」事も起きてしまう。それを創作・フィクションだから許して下さい!!　が、通用しないかもしれない。

　まだ創薬されてないタカジアスターゼを飲んだら、原田実さんとかにメチャクチャ指摘されて配信中止に追い込まれるのかな？　それはイヤだ。皆宇宙飛行士じゃないんだから、消費者は福一の無毒だけど処理水飲むの、イヤだもん。

　たいして考えてないが、とりあえず八木独仙さんをザコシショウ、理野陶然さんはネタバレだけど亡くなるから、ラフカディオ・ハーンを演じた人がいいんじゃないか。で、古井武右衛門が森田草平くんを演じた人と同じ。

　ただ時代が、ズレてないか？　寒月くんと仲三郎くんが同じ俳優、であった方がいいのか？　タカジアスターゼまだ無いじゃん？　みたいな。

　同じ世界かというと、猫を通したパラレルワールド、シュレディンガーの猫ならぬクシャーミーの猫、と言えばいいか、先ほどの「苦沙味先生を猫が覗いていたら、我々の話に。何かの霊体が見ている、たまたま松山で教えた学生が見ていたなら、違う話に」という事をインテリゲンチャがおしゃべりしている。

　漢方文献に詳しいから「胡蝶の夢」は知っているはずで先生が猫で、猫が先生である、するとメタ・フィクション的に「ああ、こいつは面白い、散文の読み物ができそうだぞ」と、アイデアを思いつく。苦沙味先生がいかにも言いそうな事である。（それを「浅はかな学者だ。人間と言うのは古代から思いついているものを、さも新しいと……」と猫が批判している）

　そういう脚本を足すと、並行世界の話をしていて、量子力学の世界観、パラダイムはまだないけど、内惑星バルカンがまだあった時代で、21世紀の現代科学では信じられない、すっとんきょうなモノがあると信じられていた時代。と学会にとりあげられるオカルト物件じゃなくて、引力計算上あると天文学者が言い張っていた。

　「数学なんざ、惑星をひとつもふたつも拵える」と酩酊先生が言って、鏡子夫人を困らせる――苦沙味先生の奥さまだけど。

　「私がYU-NOを作るとこうなります」

　清を吉永小百合さんにするとか、それは映画館に客（サユリスト）を招き寄せたいだけで、あまり芸が無い。

　先行作品を少し気にすると、「坊ちゃん」のテレビドラマでは樹木希林さんと郷ひろみの林檎殺人事件のコンビである。もう懐かしい。観た方も多いと思うが、皆忘れているとも思うで、清的老婆心を発揮するなら、清が郷ひろみで希林さんが坊っちゃんではない。

　ダディが寂しそうに、プラットホームで小さくなっている、はずがない。無鉄砲な希林さんが二階から飛び降りて「風流な土左衛門ことオフィーリア、やってたもんな」と納得しない。（風流なドラえもんはザコシショウ）

　そういえば、映画の『舞姫』の主役も郷ひろみが演じていて、近代文学をやるなら、松田優作か郷ひろみが配役の時代だったのだろう。

　赤シャツをディーノにできればいいが、やはりスケジュール的な問題で、この場合ケツカッチン（ディーノ語に非ず）しそう。髙木社長が赤シャツ……山嵐こと堀田は、紫郎さんを演じた人か、西郷四郎を演じた人か、六代目伯山か。ディーノとお尻とお尻をくっつけて、ケツカッチン。そこから尻のスライムタワーで鏡子夫人を演じる人の頭を尻と股間で挟む。

　挟まれるのはマドンナ役、平塚らいてうが演じた女優か、身体がよく空く女装芸人かである。だけど、


 金田嬢・役　マドンナ・役　平塚らいてう・役　一人三役


 　が理想。これは一役ぐらい、ズレる。すると全体を観ると、意味違ってくる。事情を知らない人が「この女優さん、なんらかの不祥事、違法なおクスリでもヤったの？」「フワちゃんみたいな、予選敗退したの？」と、勝手に思われてしまう。

　さらに「不機嫌亭」までシリーズを映像化したら、誰かが一貫して登場できない。なんか役者が犯罪をしたら、盛大に死ぬシナリオにできない史実・原作がある。オリジナルのドラマだったら、できるのに。

　これは仮定だけど、生前の大杉漣さんに鴎外をやってもらったら、「秋の舞姫」の撮影時期には亡くなられている、そういう事もある。

　校長も、山縣有朋をもしビートたけしさんが演じたら、続いて校長も演じてもらいたいのが、人情というもの。

　教員の控室で「なんだ、あの校長、東京弁にえらく被れてらあ」「なんでも長く関東に赴任して……」とセリフを足さないと、いけない。

　当時の校長先生もだいたい各地の学校を歴任して、地の方言と一致する出身地の学校の校長就任もありえる。とはいえ、基本は東京の師範学校を出た人がなるだろう、と、うかつにやると、落とし穴がある。

　とりあえず江戸東京で学んでいたから、（たけちゃんが演じたら）言葉が抜けてないという事に、なる。その校長が首傾げて怒ったら「ファッキンジャップぐらい、わかるっての」の松山方言が出るという事に。

　だけど校長、生きておられるなら夏目房之介さんで、「タヌキじじいを演じるのは、御免だよ。持ちキャラにネタヌキはいるけど」と、ちゃんと面白いリアクションを期待。


 
 付記　子規と漱石

　ちょっと関川夏央さんの本を読んでも、子規は死に際にすごく飯を食っていたぐらいしか覚えていなかったので、子規情報をもっと正確に把握しておくべきだった。

　松山には「子規がいた」ではなく、「子規が来てくれた」である。

　孤独な漱石の所に大陸から結核菌をもらってきた子規がやってきて、予断や先入観を与えたくないけど、ボーイズラブ、メンズラブ的な関係とも受取れるようなエピソードなのだ。

　ビデオシリーズで時間とカネさえあれば、この頃の漱石と子規、俳諧で集まる人々の楽しいシーンを撮りたい。大食漢でてんぷらをたくさん食べている子規。悪戯で漱石の布団にバッタをしこむ子規。結核の薬をガブ飲みする子規。谷口ジローリスペクトで高浜虚子にチキンウィング・フェイスロックする子規。「があああ」。うっかり鏡子婦人と同衾する子規。（注・史実ではない）

　「楽しかった松山のおもいで」「「おもいで～」」が無いと「坊っちゃん」の映像化が面白くない。なんか青春を感じる、そういう「松山への望郷」と言えばいいか、山嵐に出会って「坊っちゃん」とリンクするというか、因数分解的には、

坊ちゃん　漱石＋子規

赤シャツ　漱石＋英文化

山嵐　　　子規＋西郷四郎

　となり、子規の影響で射精分が――写生文が書けるなど、もし『「坊ちゃん」の時代』の原作をおさえる事（映像化翻案権取得）ができなかったら、オリジナル脚本で同衾して写生する内容であっても、いいかもしれない。

　これで突然の野球回、「明治二十一年のベースのぼーる（子規の本名「登」から）」が始まるのも、「必然性がある」ので大丈夫だろう。（ドロップ系ののぼさんボールを投げるとかパワプロのネタ潰しなったのでＯＫだろう）

　ただ、関川さん自体は「坊ちゃん」は哀しい小説と語っている。笑い（滑稽味）に寄せた映像作品をこちらは作りたいけど、それは「スプリング・バージョン」にして、哀しい演出にしているのは「ブルー・バージョン」と、二つ合わせて「青春」ということで、いいのではないか。

　それからドナルド・キーンの『正岡子規』があるから、読んでみてのお楽しみ。


 
 





それ町


 
 
 《前略》


 　だけど、『ヤッターマン』で悪人三人組が、映画にも出てくる、「そんなのイらねぇよ」と。そういう視聴者、観客もいるはず。『うる星やつら』でも、ノイタミナ枠の新しいヤツに平野文さんが出てきて、なんか必要なんだろうか？　旧作ファンを「ないがしろにはしません」という、以上の意味は無い。それはアリバイの「ないがしろにはしてません」だから、

　私は意味ある事にちゃんとしたい。たとえば電話を通じたほとりの声が、小見川ちゃんの声である。これは電話を通した子供の声がお父さんお母さんの声に聞こえてしまう、老けた声が聞こえるという現象から、ほとりがちょっと大人びた声に聞こえるなら、小見川ちゃんの声が受話器から出る、そういう遊び心というか、本音を言うと迷いもある。実を言うと、迷っている。

　アニメのオープニングをほぼ再現したオープナーだけは作ってはおこう、それはオールドファンがうる星から、そういう余計な事をせざるをえないのか？

　「ファーストスラダンなんて、クソだ。なぜなら草尾毅が念願の流川を演じていない」と言う、そんな困った旧作ファンは石黒さんには、いないから。

　「そんな人はいません!!」

　石黒さんのファンムービーを作りたい。思いっきり作りたい。だけど、ニューカマーは作らないといけないが、原作再現率高いと原作ストーリー通りになってしまう。それはニューカマーには「？」となる。

　これ書いても、石黒さんがこんなところまで、読むはず無いから。

「なんで献本までしてるいしかわ先生はオレを知らないのに、石黒さんはオレの事を知っているんだよう」

　と、なる。グレる。

　あばれる。

　承認欲求モンスターみたいに。

　「違うマンガだよ」

　それから、どこかで、松来さんが出てくるとらぬ狸そっくりの犬を「ウォン」とか言っていた音源を使いたい。松来さん自身が考えたネタ「五十円玉がサイフの中に二つあると、気持ち悪い」を、ほとりに言わせる。

　三木聡監督の小ネタじゃん。

　案としては声をそのまま、使わせてほしい。

　原作かアニメを知っている人は、わかってるじゃない？　ほとりとやりとりするの、あるじゃない？　どっちも知っていると、尚更わかる。

　あの音源をそのまま使って、女優が演じるほとりと会話する、あそこだから、出来る。原作ファンも納得でしょ？　原作を読んでいない人も、これから原作を読んだら、「憎いことするゼ」とあの場面だから、松来さんと会話することができる。

　だけど、遺族から許可もらうの面倒だし、いつもナメているシャフトからも許可をもらうのは癪だから、このアイデア、無しね。

　「私、京都さんの派閥だから、仕方ない」


 　没。


 《後略》


 
 





特別掲載『行け！稲中卓球部』キャスティング地獄変


 オレならこう撮る『行け！稲中卓球部』キャスティング地獄変　冒頭部


 　芸能人は歯が命なように、この映画はキャスティングが命！

　そして「あんな映像『アストロ球団』以来だよ」と、思われるような、チケット代を支払った分は確実に返ってくる映像製作をしたい。

　『BECK』を映画にしたら、エキストラに蝶野さんを後に歩かせて、間違って今（2019年現在）広島にいる長野くんも歩かせる。堤さんの映画ではやらなかったけど、ガルパンより大事な事がある。

　企画が水面下であっても、流れることがある。テレビ番組「にけつ」に拠ると、会社が飛んで『ごっこ』が一度お流れになったと千原ジュニアが語っている。あの女優のドタバタの所為じゃないのか？

　何度もこすっているが『BLAME!』が「月刊アフタヌーン」の表紙に映画化とあって、流れたこともあって、座組みで富野監督もスタッフにいたという噂があり、ポリゴンピクチュアズで映画製作が公開されるまで、みんなやきもき、十年ぐらい悶々としていた。嫁がいたら子供が二・三人。

　ともかく、話が何度も流れているんじゃないか、そんな気がしてならないのが、『行け！稲中卓球部』だ。原作者がテレビアニメに対して、ネガティヴな発言もあったが、気にせず、キャスティング！

　『ヒミズ』とか実写映画化されたんだから、まだ可能性があるよ。

　サンチェとデルモをバナナマン日村さんに演じさせて、


 
 
 　ここまで掲載して、

この書き出し

面白くないワケない。


 
 ゴリラーマン40でも相変わらず、ファミリー編の最終手前が最高

　ジェネリックさすけ　であるシノビに「私にはシノビしかないんです」

　トランキー湯
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映画エッセイ　豆知識その一







ナチスバスター映画とユダヤ資本問題


 　イーロン・マスクの謎行動？　がある。

　パロアルト研究所の研究員がアントレプレナーになり、電気自動車の会社が儲けて、民間の宇宙旅行会社も設立し、それでTwitter買収騒動から、裁判所の命令で買収拒否を止めさせられて、Ｘに。

　そのＸの広告を出していたユダヤ資本グループに、民事起訴するという、一聞には、ユダヤ方面の方が、分があると思う。

　何かＸでは、ネオナチがデマゴーグしたりして、反ユダヤを煽っているとか、それなら広告を撤退しようと、（取り先金融機関がユダヤ資本系の）企業連に促すのは、わかる。

　それに「待った」をかけて、イーロンストップ!!

　むりやりTwitterを買わされた八つ当たりをかねてか、民事起訴でスポンサー撤退を差し止めようとしている。

　謎ではある。

　しかしイーロンには、イーロンなりの言い分、イー論というか反論がある。

　ハリウッドはユダヤ人が作った。そこらへんはポンポさんのバンクマンとは違い、反ナチス映画には資本を流すというのが、どうやら伝統的にある。追撮は反ナチスドイツ映画でないと、いけないかもしれない。

　ブライアン・シンガー監督は定期的にナチスバスターものというか、ナチスを題材にする映画を撮る。『ゴールデンボーイ』や『ワルキューレ』である。

　ノーベル文学賞も反ナチスドイツの作品を出していると、評価されて受賞にこぎつけているようだ。『戦争は女の顔をしていない』は旧共産圏側からの反ナチス文学とすれば、文学賞受賞に「ロビーが動いた」としても、なんら不思議は無い。

　文学賞選考者たちのアカデミーに不祥事があったが、その内容は明るみに出てこない。しかし、このあたり報道されないために陰謀論めいた話になってしまうのが困りもの。と学会にとりあげられてしまう。

　こちらとしては、逆にとんでも物件として扱ってもらって、この「真相」を究明をしてもらいたい。

　ノーベル文学賞は、反ナチスものの作品を書いた作家に優先されているか？

　少なくとも反戦を表現している。そこは別部門の平和賞とリンクしているだろう。

　これは逆にロシアに利用されてしまう。

　ウクライナにネオナチと通じる勢力がいて、その勢力を鎮圧するのが、今回のウクライナの「ロシア領土内の国内問題」で、自分たちこそが平和賞をもらうのが正しいと思っていないか？

　残念なことに、ナチスドイツはイスラエル軍がガザ地区に侵攻したことによって、絶対悪ではなくなった。

　あるいは何度も繰り返した中東戦争によって、すでに相対的な歴史上の事実、幾度となく行われた虐殺行為にすぎないと、それはドイツ本国で議論にさらされていた。

　村上春樹もその件でスピーチをしている。

　手前みそで悪いけど、「シェイクスピアロマン」では、シャイロックはユダヤ人ではなく奴隷商人だ。（メディア対応で作中では奴隷ではなく家畜人）

　それで嫌われている。

　裏は取れていないが、ゲームソフトでも下手にユダヤ人表現をすると、流通関係にユダヤ資本系があるのか、ソフトを卸せなくなるようだ。これではレギュレーションが二つあるようなもの。

　もしかしたら、まっちゃんの『シネマ坊主』で『ライフ・イズ・ビューティフル』に五つ星の満点をしたのは、そちらのユダヤ配給に配慮して、「点を甘くした」のなら、それはいただけない。

　ジェネリックたけしを作りたい吉本興業の思惑で、映画監督をやらせるのが内定していて、海外配給も見越していたのか、そこまではわからない。（注・このジェネリックたけしは松村邦洋のモノマネではない）

　オーソン・ウェルズは沙翁戯曲を順次映画化していく過程で「ヴェニスの商人」も映画化したかった、かもしれない。

　ロミジュリ起源の『ウエストサイドストーリー』がブロードウェイで流行って、映画公開もされたけど、アメリカで「ロミオとジュリエット」が映画化されなかったのは、別項のヘイズコードと関係するのか、長い時間、されていなかった。

　『ウエストサイドストーリー』は問題となる点がクリアになっているようだが、もしかしたら、アメリカでは現代に舞台を移したデカプリオの『ロミオ・アンド・ジュリエット』でないと、何かがダメだった、と思われる。（その何かがわかっていたら「苦労無い」よね）

　ともかく、映画の製作資金を出す側がユダヤ資本だと「ヴェニスの商人」の原作者の戯曲を映画化・配給・公開上映に、難色を示しても、なんら、おかしくない。（強調やリズムを作るために読点を細目に入れたが、もういちいち書かないとこういう件を読者が理解できないと思う）

　できて古代ローマもので現在のユダヤ人とはあまり関係ない史劇の「アントニーとクレオパトラ」の映画化ぐらいだろう。（逆に読点を無くしました）

　転じて、シャイロックはガザ地区の裕福な人という現代的な解釈もできる。現在の舞台ではそういう演出、イスラエルとガザ地区の人々を衣装で分けるのが、適切だろう。公演できるか、わからないけど。

　はっきり書くと『ユアストーリー』も光の教団は統一協会であるから、ホワイトウォッシュのような、カルトウォッシュするために、あのＶＲゲームをする、事になったのかもしれない。

　映画公開当時に、「あれは統一教会をモデルにしているから、ああいう原作改変をしないといけないんだ」と指摘する人でないと、信用ならない批判ではないか？　安全に安心して皆と同じ事を批判しても、しょうがない。

　あるマンガでも江戸っ子が「なんでぇ、けっきょく三井と三菱のケンカじゃねぇか」と言っているのが、映像化の妨げになっていたり、しない？

　このあたり、非常に事実確認を詳しくやらないといけない。

　下手にすると、ユダヤ陰謀論に堕してしまう。

　ビジネス関係で、ユダヤ資本系がむやみに悪感情を抱かれ、それがユダヤ人に向けられてしまうという、負の循環が起ると、まずい。

　ただ、きちんとした正しい批判は、ネタニヤフ政権であっても、受けなければいけないし、しなければならない。

　もちろん人種差別は良くない。

　逆に歴史上も無かった事にするのも変だ。

　しかし、イーロンの謎行動を追っていくと、こうしたユダヤ資本が映画界に影響を及ぼしているのを感じる。

　本当はユダヤ人が恨まれているというより、一部の富豪のユダヤ人（残念ながら現代のシャイロック）や強硬なイスラエル政府が引き受けなくてはいけない批判や反論を、一般のユダヤ人グループに向けて、弾避けにされている気がしてならない。

　「そんな事してたら、ナチスドイツと同じになってしまう」

　「お金で他者を右往左往させるなら、裁判に引きずり出されて、現在のシャイロックになってしまうぞ」

　イーロンがイーたいことは、こうなのかもしれないが、そうは伝わらないのである。

　ご本人様登場で、イーロン・マスクに直接、「ちげぇよ」と言われるかもしれないけど。


 補記

　確度の低い点は否めないが、裏取りが出来てしまうと、逆に掲載できなくなってしまうかもしれない。







暗黒大河リメイクの章







平家物語を２クールにして、真・平家物語にリメイク！　冒頭部


 　テレビアニメ『平家物語』を１クールの放送分から２クールの放送分に水増しリメイクである。

　それは『サニーボーイ』の方だろ、と思うのはテレビアニメをよく観ている奇特なお方であるが、あれはヤクルトが哲人（山田哲人）をメジャー放出して、そのカネで作ればいいんだよ。芸術賞とったんだから。

　ヤクルト1000。

　ポスティングシステム!!　（その後の活躍はデスブログ的）

　そういえば川本人形の「人形歴史スペクタクル 平家物語」の再放送で、いろいろと、再発見と言うか、固有名詞覚え直しというか、久しぶりに見てね、足したくなる。名作に継ぎ足ししたくなる。

　名店のタレみたいに。

　まず、もう一生再放送が無いと思っていた人形劇の方は、NHKで平家モノやると、自民党に激震が走る。銃撃事件も起こる。寺社勢力（統一協会）を味方につけて、不死鳥源氏な自民党が北条に滅ぼされたり、北条もまた足利に滅ぼされる。

《京都さんの悪口に聞こえるかもしれないので　中略》


 　なにをするか、「歯抜け」「空欄を埋める」ためには、必要なオリジナルキャラクターがいる。空欄を埋めるなら、オレに任せろ、と。

　劇団チョコレートケーキの戯曲と戯曲を横断するナチスドイツの人物、リヒャルト・ビルクナーみたいな、そんなヤツが要る。びわの父を殺めた禿（をもう一人の主人公、第二主人公にして話を展開するという仮定から入りたい。

　重盛に託されたモノを持っているのが、このキャラという事で、いいのではないだろうか。

　そもそも禿というのは、オレの自論は、二つの戦役で行き場のない戦災孤児を引き受ける形で「仕事」を与える名目で、禿にしたのに、平氏の悪口言うなら粛清するという、当初の目的から変質してしまったのでは？

　現在のＳＮＳで、業者に頼まれた人、匿名で怪しい言説を繰り返す人、いるじゃない？　ＳＮＳ憲兵のフリして、左系の人々に捨てアカで悪口言うに来るdappiみたいな現在の禿がいる。

　戦争が終わった後は、敵方の遺児も救う慈悲が平家方にあり、その慈悲が源氏側には無いという、それは北条氏に伝わって『鎌倉殿』を併観すれば、源氏が滅びるのもむげなるかな、と。

　慈悲を与えないと、滅びる。

　慈悲を与えても、寺を焼くと仏罰が下る。


 　　≪なんか　中略≫


 　さらには鵺退治をちゃんとしなくちゃならない。

　そうでないと、びわが予見の力を持つ超常やいろいろな不思議現象があってもいい、「平家物語」の世界を足場から組んでいくためには、必要なお膳立てというか、この世界には妖怪がいる。初見さん、初めての平家の人に、このくらいのリアルレベルだよ、と。妖怪、もののけ、憑き物の類が出てくる。それは人間も大天狗や牛若丸、一部妖怪が入っている半妖というか、だから、皆なんとなく感じている耳無し芳一の先祖がびわ、そんな裏設定がウッソ・エヴィンのようにあるのでは？　だから、鵺が出てくるべき。

　設定資料集を読んでいないので、うかつなことを書けないが。

　倒したモンスターのアイテムをリザルトして装備品にする『世界樹の迷宮』みたいに、鵺の毛皮をまとうカッコいいおのこが必要。

　義経が家来でないと引かない馬が史実じゃないけど老いた木ノ下、そもそも仲綱改名エピソードも史実じゃないだろう。義経四天王を集める話も、ちゃんとやっておかないと。

　こうして、古川日出男が『犬王』を作りたくなる理由がわかるのである。レギュレーションが厳しく、基盛を出せない。基盛の下にも同じお母さんの弟たちがいるのに。平家物語の現代訳はビジネスで、『犬王』は創作なスポンサーどうすんだ、という話。

　OPEN HOUSEがスポンサーなら、森本レオ、麻鳥にあたるキャラも『ドラゴン、家を買う』みたいにナレーションしてもらう。

　キャラ原案をまた、高野文子さんに描いてもらうのがいいのか、一本の総集編映画に仕立てるべきか、新作を作れる分の予算があるなら、もう『ラッキー嬢ちゃんの新しい仕事』を一本の映画にした方がいいか。

　それは90分以内で、ポンポさんのジーン君がやればいい仕事である。「オレはそのシャシンを撮らない」のだ。近藤よう子さんの『水鏡奇譚』の方をアニメ映画化した方がいいんじゃないか？　このマンガを「オレならこう撮る」をしないと、いけない気がする。

　スポンサーと同じく、重要な物件に崇徳帝の祟りを引き受ける人がスタッフにいないといけない。

　それだけのためのスタッフが要る。

　『ポプテピピック』なら「崇徳帝の祟りを一身に受ける人　大山ぶくぶ」と原作者が身体をはってくれる。「出ておじゃれ、ポプテピピック」と、平安時代のネタもやっている。







映画のシン平家物語


 遅れに遅れているから、完成させられない。
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　そんな平家。







映画エッセイ　豆知識その二







ヘイズコードと悲劇　新しい波と松竹ヌーベルバーグ


 　ヘイズとは人名であり、ヘイズさんで、その方が作ったコードが、ヘイズコードである。

　どうも、世界大戦期に州（国）・連邦政府に批判的ではないと全米公開できないようにしたのだ。

　いろいろ映画に規制をするために作られた、後のコミックスコードの参考、となっているのか、

　コミックスコードをクリアしているという事は、『スパイダーマン　マルチバース』はヘイズコードもクリアしているかもしれない。コミックス倫理調査委員会というパロディ名かもしれない。

　『ルパン三世』はコミックスコードが無い国だったから、さらに大人向けのストーリーマンガをさいとうたかをが市場開拓したから可能であった。泥棒の悪漢がいろいろドタバダを繰り広げるなんて、コミックス倫理調査委員会が許さなかっただろう。

　だいたい、ハッピーエンドのロマン劇でないと上映できない。男女が出会って、困難が起きて、立ち向かってという、「何回見せるんだよ、それ」でないと、興業が成り立たない。

　主人公が最後死んじゃう悲劇と、大別しているけど、最後に主人公が死ぬような作品は、興行成績的な理由もあるが、そもそも悲劇が敬遠されていた事情も少なからずある。

　そんな主人公が死ぬような悲劇は、歴史劇で英雄が亡くなる、それは歴史だからしょうがないけど、『イージー☆ライダー』みたいな……結末をみんな知っているから、言えるけど、現代劇で主人公が退廃的で自堕落、犯罪もしているようなピカレスク・トラセデー（悲劇）はできなかったと。

　ピカレスク（悪漢）がいろいろあって生き残って、最後「勝ったぜ、イェーイ」みたいな作品はヘイズコードにひっかかって、大手配給にはできなかったようだ。なんとかできて恋愛悲恋劇で、多くは単純明解なロマン劇を作らないといけない。

　藤津亮太さんの言葉で「正しくつまらない」ウェルメイド映画でないと配給できない、そういう事情があったから、映画産業は工場の生産ライン的に大量生産されるシステムを築いた。

　撮影スタジオを回していくためには観客が入るスターシステム、スターを観に行く観客

映画黄金期だったからこそ、起きた映画の近代工業化、と言えばいいか、


 　昔の著作権が切れた古典は悲劇的でも映画化はなんとかできたみたい。

　オーソン・ウェルズはシェイクスピアの戯曲を映画化しようとがんばっていたようだが、『オセロー』（1955年）をして、打ち止めになっている。その後にイギリスに渡って、どうやらユダヤ資本とは違うところ？　で資金を集めて『フォルスタッフ』を作ったらしいが、裏付けは無い。


 話を戻して、そのアメリカン・ニューシネマは言うまでもなく、ヌーベルバーグの影響で、出来ている。

　『イージー☆ライダー』は『オン・ザ・ロード』の映画化がなされなかったから、造られた映画と考えられる。

　ビートジェネレーションの『オン・ザ・ロード』も最近やっと、映画化された。実在の人物も亡くなって起訴リスクが無くなったために出版可能になったと思われるスクロール版の刊行の余波で、映画が作られている。


 　そうして、アメリカ以外で新しい波を起こしたのは、実は日本からの太陽族である。

　映倫があったとはいえ文芸作品、石原慎太郎の『太陽の季節』が映画化され、助演で出ていた弟・裕次郎を主役に抜擢した『狂った果実』も作られ、海外に一部配給されたらしい。

　これに影響をどうやら受けたのが、高畑勲ではないので仏語原本を読んだわけではないがカイエ・デュ・シネマ（直訳は「映画手帳」）の批評家たちである。

　彼らはヒッチコックのサスペンス映画の手法を学び、わざわざフランスまで招聘されたヒッチコックから技術指導を受けて、彼を再評価する『映画術』が出版された。フランス発の戦後映画の土壌は新しい土の入れ替え、栄養素を新大陸から輸入していた。（後知恵として得たルイ・マルのシネ・ジャズもエイゼンシュタインとは違う方法の楽曲使用法だったのだろう）

　これは当時、文化侵略としてアメリカ映画の公開に長らく慎重であったフランス映画市場を活性化させる内国産保護政策、とみなせるのではないか？

　大規模な撮影スタジオのシステムがそもそも無い、小規模なスタジオであっても、スタジオセットの経費が払えない。そんな予算が少ないと自然にロケ・野外撮影になる。そんな『勝手にしやがれ』の映画であるが、パリの抜けがいい。

　天の時、人の和、地の利じゃないけど、地の利地理的なアドバンテージがあった。京都は抜けがいいから、よく二時間（ミステリーorサスペンス）ドラマの舞台に選ばれた。このテレビ映画の文化は現在は、廃れ始めている。（奇妙な符号でヒッチコックのサスペンスの部分を拡大再生産しロケ地が観光名所を撮る地場産業との密接）

　天の時間が経つと、不思議なもので当時のパリ風俗の記録映画的資料として、価値が出てくる。現在でも『岸部露伴　ルーブルへ行く』はパリ凱旋門、元宮殿のルーブル美術館と抜けがいいショットを撮って来るので、海外ロケ地として、いまだに景観の良さを保った地の利が間違いなくある。

　人の和は、後にアンナ・カリーナと離婚するので、そこは足りなかったのだろう。冗談はともかく、カイエ・デュ・シネマの映画評論家たちが映画監督となるのは間違いなく人の和があったればこそだろう。

　太陽族映画から退廃表現を、

そして撮影術はヒッチコックから調達してひとつの波動が広がりヌーベルヴァーグが発生して、アメリカの一部の映画人に強い影響を及ぼす。

　こうした作品群を第一期アート・シアター・ギルドが上映を始める。同時代的に松竹で大島渚が『青春残酷物語』を撮る。日本版『勝手にしやがれ』だろう。

　日活が起こしたムーヴが、フランスで「新しい波」となり、アメリカン・ニューシネマが生まれ、そして松竹ヌーベルヴァーグが発生する

　大林監督も『ぼくの映画人生』では、『用心棒』がマカロニウェスタンを生み出したと騙っている。字の変換を誤ったが、語っている。


 　退廃表現は戦中のナチスドイツ、同盟国だった日本もやっていた厳しい規制で、戦中できなかった。だから戦後の規制緩和、平和の産物である。岡本太郎も退廃芸術を称揚するような「心地よくあってはいけない」等の美学者らしい言葉を残している。

しかし、


 　町山智浩さんの話を、資料的な裏付けはしていないのに語ってきたが、やるじゃないか邦画という「日本すごい論」として勝手に解釈してしまうのは、否定はしないが薦められない。


 　PGが醸成されていくと、前述の退廃的なトラセデーおよびピカレスクロマンは年齢制限があるから、制限内なら上映していい、になっていく。

　ティム・バートンもヘイズコードが無くなったから、史劇ではなくても、悲恋劇『シザー・ハンズ』を出来たと思われる。トム・クルーズが主演予定だったというが、トムが主役だったら、両腕のハサミは、間違いなくちゃんとなってしまって、ハグしてハッピーエンドだっただろう。（つまんねぇなあ）

　『ルパン三世』みたいな作品、本家本元の『怪盗ルパン』も二十一世紀になって映画化されていて、PGを設けられている全米市場に公開できるだろう。PGが無い時代はペイメイントできなかったかもしれない。

　ヘイズコードの役割は終わったのである。

　皆さんもわかっていると（あるいはもう読んでいると）思うが、明治村にある例の物件を撮影場所にしたいとは思う。

　しかし、それだと中京経済と仲良くしないといけない。

　つまり中日ドラゴンズをいじれなくなる。

　「そんな立浪監督をいじれなくなるぐらいなら、旧〇〇邸（旧△△邸でもある千朶山房）の撮影なんて、できなくていい！」

　誰もが納得する、人には譲れないものがあるというオチ、ケツ論も出たところで終わる。


 補記

　もうちょっと、資料がいる。執筆者自ら、「確度が低い」事は認める。

　オーソン・ウェルズがハリウッドを追われた結果は知っているが、具体的に何があって、どうしてそうなったのかは、わからない。ただ『市民ケーン』の制作秘話映画だと悪者扱いで、相当に性格が悪かったのは正しそうである。少なくとも、クセが強くなかったらフォルスタッフを演じない。

　映画マニアの皆さんがウィキペディアンのように事実確認をしてほしい。

　まあ、それが「売り物」になるかどうかは別だ。


 　どうしても、資料的裏付けがほしいなら、『NHKニッポン戦後サブカルチャー史』宮沢章夫の第二章「六〇年代の表現者たち」を読んでもらうと、何かヒントが得られる。

　テレビ番組の「戦後サブカルチャー史」の後続番組でフランスを扱ったものも観ると、偶然の一致の僥倖に出合える。フランス政府側も、実は関与している。







第二広告の章
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アナーキー・イン・ザ・子供かわいい　の章







映画　アナーキー・イン・ザ・子供かわいい　の　裏設定


 ☆特別に掲載！


 　試供として公開されている『アナーキー・イン・ザ・子供かわいい』（著者はマキタスポーツさん）をオレならこう撮る、『極道の妻たち』方式でノンフィクションなんだけど、ストーリーのある映画にしたように、エッセイの略して『アナキン』を一本の劇映画にする。東京ポッド許可局で話したネタや「土俗のグルメ」で拾ってきたネタも投入する。映画の闇鍋であるが、私は悪目立ちしているのでバックヤード的な所ではゴト塩とか、あるいはタツオレイシストとか、彼らに言われている、はず!!


 　　　　《中略》


 　上演開始から、80分に差し掛かると、急にユアストーリーされてしまう。

　長谷川博巳とか藤原竜也をしつこく出したのは、伏線を引いて引いて、引きまくったのである。


 
 「おとーさん

　わたし…

　消えちゃ…

　うけど

　ずっと　忘れ

　ない　でね…」


 　「復員者の福音」で挿入歌として流れる「ローゼンクランツ」に歌詞を付けた、「アイミスユータラちゃん」の替え歌がカセットテープ・ミュージック・オールスターズの代わりに流れる。

　片言の外国人ヴォーカルである。


 「アイ・ミス・ユー　ラムちゃん♪

　ラムちゃん♪　ラムちゃん♪　ラムちゃん♪

　アイ・ミス・ユー　ラムちゃん♪

　キミはいない♪

《中略》髪の毛が抜かれた～♪《中略》

　ヒズ・ドーターズ・ボイス♪

　セント・ラム」


 　まあ、松竹ヌーベルバーグに急になる、だけ。


 
 





Ⅱ


 
 
 イメージキャスト


 Ｔ家のご主人・役　呂布カルマ

ダメだったら　風間ケンスケ（友情出演）


 Ｔ家のわんぱくでやんちゃなトラブルorハプニングばかり起こして映画を面白くするお子さん・役　人気子役　か　田中裕二

ダメだったら　風間球打（ノーギャラ出演）


 歌怪人　森口博子


 歌謡界のスーパースター・役　合田道人


 特別出演　マキタ係長の部下（あくまで通称・ミッキーバンドの人、そっくりだから）


 「パン」「ツー」「〇」「見え」をするだけの人・役　高橋一生


 オマルを疼かせたミュージシャン・役　オーイシマサヨシ


 主人公（父）を叱る人物・役　安藤優子　（回想内では母親？）


 　Ｔ家のご主人は、たまたま芋煮会に隣に座ってきて、「あれえ？　ウシジマ君に出ていた？」と聞いてくる。

　「よく言われるんですよ。別人ですよ」

　と、いつも返す言葉をお父さんが言う。このくだりがあると、お父さん役は山田孝之くんでも、いいんじゃないか？　と思う。しかし山内さんでないとできないアクションがある。

　それは置いておいて呂布カルマ演じるＴ家のご主人が自分の子供にピンポン玉を投げる、亀田三兄弟の父（史郎）が編み出したギャグを真似すると、観客がほおばったポップコーンを吹き出すので、映画では外せない。

　もちろん、エピソード６の「史郎、子育て、夢中になりすぎ」という当時話題だった亀田三兄弟と父、それに触れている。

　なんでピンポン玉を投げているのか、運動会の予行練習らしい。そこは『ベスト・キッド』と同じで、掃除したり、何かしたりしたのが意味がない。ナンセンスギャグ。小学生あたりが運動大会でボクシングやるのは、『まじかる☆タルるーとくん』ぐらいだよ。

　ついでに上野樹里さんにやらせたい役、やってもらいたいピーキーなキャラクターがいて、それは詳しくは原作本『アナーキー・イン・ザ・子供かわいい』の情報流出になるので、公開は控えるが自分の娘に、ラムと名付けようとした人物（原作を読むと誰かわかる）である。

　だから子供の役名はラムにして羅夢という漢字をあてる。「羅」って、名前で使えたっけ？　「裸夢」だと夢が丸裸？　裸も名前で使えたっけ？　ともかく夢グループに秋波を送る意味でも、夢を入れないといけない。写真を撮るために、命名権を売るネーミングライツである。

　ピーキーとは風変りとか、そういう意味。「ユニークでとても素敵ね」という意味で日常英会話で使われる。

　「いじってない」

　「雷が落ちる」

　ダメだったら、アッコちゃんを演じた千本木さんを。ピーキーと言えば『リトルウィッチアカデミア』のアッコである。まあ、能年玲奈があのキャラクターであると。「あまちゃん」みたいに、後に共演した人（さかなくん）を後に演じる。

　のんちゃんを出すと、他のキャストに支障を来さないか、心配。

　んで、きらきらネーム大運動会でも出てくるという、そこで顔出しする川島省吾こと劇団ひとり、『「坊ちゃん」の時代』で漱石を演じさせるから、「ソウセキっ！」と自分の息子の名を呼ばせる、「映画秘宝」のインタビュー記事でひと笑いがほしい配役。

　但馬金ノ介みたいな名前なんだよ、お父さん。（金之助だけどね漱石の本名）

　これは原作読んで一番驚いた「まんがタイムきららがいる！」という、心を動揺させた広義的感動をフィルムに焼き付ける。

　芳文社がスポンサーになってくれないかな。山梨を舞台にした「ゆるきゃん△」の作者が、この映画版のコミカライズを描いてくれないかな。（願望をダダもらししている）

　「きららファンタジア！」と叫ぶ父親!!

　『きららファンタジア』にラムちゃん（クラスは小学生）出てくる、コラボレーションも考えられる。

　「もうサ終しているよっ!!」

　「うる△やつらの許諾が必要でないのか？」

　ちなみに「うるせいやつら」と読む。「ゆるきゃん△」も「ゆるきゃんせい」と読む。（これは #素人は騙せる ですな）

　原作のエピソード36で、子供の名前を呼ぶ親たちが、悪魔ちゃん騒動並にきらきらネームを叫ぶという、笑いどころが用意されている。杉田水脈!!　ときらきらネーム議員が国会にもいるから。他にも未来来（「みらくる」と読む）とかいないのか、木津千里の名前候補。

　繰り返すけど、この運動大会には、もちろんボクシングは無い。ピンポン玉投げられて、それが後で役に立つ競技は無い。本当に無意味なナンセンスギャグなのである。

　「まあ、ボクシングトーナメント、作ってもいいんですどね」

　長谷川くんと藤原くんがやって来≪中略≫それと、マキタさんの奥さまとは会わない。会ってしまったら、アナキンの映画化はできなくなってしまう。

　それは『女帝』アニメ化計画……じゃねぇや。映画化計画のスタッフが本物の小池百合子ちゃんに会うようなものじゃない？　エジプトの大学、カイロ大だっけ？　そこを卒業したことにされる。

　「いわゆるセクシー田中さん方式ですね」

　と、いじっているワケじゃないからね。

　尊敬できる奥さまである。ほめ殺ししないと、雷が落ちる。

　そこは西原理恵子が娘のエピソード、盛り過ぎてご本人さまにずっと「やめろ」と言われていた。サイバラの事だから、さもありなん。まったく言う事を聞かなかった娘に「北朝鮮」とネタを出して、ボツになっている。そんな風にマンガに描かれてたら、子供はイヤだよなフツー。

　そこで曖昧表現の政治的発言である。

　「間違いがあったら、いけない」

　性的に魅力があることを否定していないし、これでナシがつくといいな。

　「梨なだけに無しなんじゃないですか？　山梨なだけに」

　と、脳内の言葉のストッパーが外れているおじさんみたいな事を言ってしまう。

　安藤優子さんと会うと、間違いが起こってしまうかもしれない。まあ、小倉唯には「お前にだけはロリコンだ」と、言っているけど私の性的嗜好は、中年女性でもいいのは、バレている。お客様向けに美少女ポルノを「客商売だから」とやっている。お客様向けに美少女ポルノを「BUSINESSだから」とやっている。

　大事な事だから二回書いたけど、ご本人様に知らせるなよ。『軍鶏』の第二部で地下格闘技をしてマダムが……もうやめよう。

　「あそこで最強だったのが岩釣さんだった」（伝承）

　さて、オマルを疼かせるのは原作では銀杏ボーイズだけど、映画では愛媛が生んだスーパースター、オーイシマサヨシくんにユアストーリーする。

　『好きな子がメガネを忘れた』は松竹ブランドだから、これ、いけるんじゃないか？　ピザ配っているオーイシくんのところに全身黒ずくめで、長髪ヒゲ面、暗い所なのにサングラスをしている、通称佐村河内コスプレしている私が、

　「映画に出演しなさい」

　「ゴトチヒだから、多めに見るよ」

　と、ハンドルネームを言えば、抵抗できないんじゃないか？

　プロデューサーには悪の臭いがすると、押井守が言っているけど、何か臭いがすると、オーイシくんに嗅ぎつけられる。洗剤のCMみたいに臭いに色が付いている。

　それは、ただのおならだった。

　ついでに森口博子も歌怪人役で、出演というか、コメディリリーフ。島津亜矢の歌怪獣に対して、こちらは怪人である。

　「私、仮面ライダーに倒されちゃうの？　ぴろ子哀しい」

　と、本人が言いそうだけど、

　「東映配給だったら、そうです」

　「最後、ダミー人形が石切り場で爆破されます」

　「最終回手前で、再生怪人として出てきます」

　「二十年後ぐらいには当時観ていた坊やがリビドーを感じる対象になります」

　としか、答えようがない。

　夢に出てこないで下さい!!　こんな東映でくすぶっている助監督のようなクソ映画化一人企画会議、エゴサして読まれると、困るけど。こんなクソ記事まで、読んでるのかよ。

　「森口のためにやっているわけじゃない。ただ、面白おかしい記事を書きたいだけだ！」

　ともかくオーイシくんは保険だよね。想定オールスターズの都合付かなかった場合、代わりに「アナーキー・イン・ザ・子供カワイイ」を歌ってもらう。

　「アニソンばっかりじゃなくて、たまには実写の映画の主題歌、やりたくない？」

　と、悪魔の囁きすれば武道館でライブをする絶対に体制順応派でインボイス制度とかに文句を言わないオーイシくんも、従ってくれる。

　東宝配給だと、原作をユアストーリーと言えない。

　皆さんは、私が何をやりたいか、山内圭哉さん（私のハムレット）に何をやらせたいか、わかっていると思う。何を「オレならこう撮る」か、わかっている人しか、こんなクソ記事読んでない。

　そういえば山内さんを主人公に起用で、もう皆さんは「なるほど」と思う。なんだったら、観る前からやる事がわかる。

　回想シーンで家の中に釘があって、何故か釘をなめて人を撮る……釘をなめると言っても、本当に釘を舌で舐めてから、人をカメラで抜いて、ピントを合わせるワケ（ピント送り）じゃない。

　庵野監督も読んでいたアニメージュ文庫のナウシカの絵コンテ*の巻末「絵コンテの描き方」で、「ルパンをなめて」とある配置・構図のことを「なめて撮る」という用語である。

　釘からピント送りするとか、あきらかなに何かある、観客に「なんなんだろ？　この釘」と関心を持たせるまで、しつこく抜く。いわゆるフックをつける、観客が気になるまで釘をカメラで抜く。

　ここまで釘を画角内に入れる、なんらかの理由があり、「東京ポット許可局」のネタにあるように、知っている人には話が早い、桜井政博さん（デデデ大王の中の人）の動画。

　お父さんが帰って来て、「ただいまー」と玄関で靴を脱ぐ、そのドウサだけで、身体の一部のはずのモノが大きく揺さぶられる。実は小型モーターで動くようにリモートコントロールされている機電。（機電とは『劇光仮面』を読んで拾ってきた特撮用語）

　「あれ？　石田社長？」

　みたいな、ファーストインプレッションがあって、一人二役で、大人になった主人公と同じ山内さんが回想シーン内の父親を演じる、「遺伝子は同じ」という「同一性」があって、玄関を上がってきたお父さんは釘に「帽子」をかけて、上座に座っておしぼりで頭を拭いて、おじさんチャージする。

　「ふ～」と一息ついてから、おもむろに、

　「パジェロ」

　と、呟く。

　きょと～んとしている二人の槇田兄弟を抜く。静止画をあえて、使用するかもしれない。（子役はじっとしているという芝居が苦手だから）

　阿佐ヶ谷スパイダーズには、そういうギャグがあるから。頭に付ける持ち道具？　それとも衣装？　スタッフは床山さんにあたる物品を次々と交換するギャグ、「演劇ブック」に書いてある。

　そこが山内圭哉を起用する配役理由。わかっている人はわかっている。これが「知っていると話が早い」である。

　グッズとして、売るというのは……無いか。

　プリペイドカードにカセットテープのイラストがあるとか、楽譜を付けたパンフレット、マスキングテープのグッズまではなんとか考えている。

　カノンドーピングのコードが印刷されていたり、女の子がシネコンの売店で買っても安心な「ふわふわの誕生日」のプリキュアのコンパクトみたいなもの。ぷりキュアのコンパクトを探すという原作にある、これが公式をそのまま使えるなら、東映配給になる。（使えないなら違法リリキュア）

　他のアイデアがあんまり無いけど、鉄棒と帽子の絵柄、床山さんが作った被る持ち道具ではない。映画ではこのシーン、Ｔ家のわんぱくでやんちゃなトラブルorハプニングばかり起こして映画を面白くするお子さんが腹を抱えて笑う。

　作るなら、原作者に秘密裏に作らないといけない。

　他のテープの柄はドラマチックマイナーのコード順を書いた、著作権的にも大丈夫なヤツがいろいろと考えているが、及第点をいってない。

　宿題にさせて下さい。

　上納システムです。

　アイデア上納システム。

　マグカップに釘が刺さっているとか、作中で使われた塩とか、もっといいグッドアイデーアが、あるはず。カセットテープそのものを売るなら、プラスチックのカセットテープケースを売ったらいいんじゃないか。その中に、カセットサイズの十徳ナイフ、カセットサイズの学習リモコンでエアコンもコンポもテレビもボタンひとつで動くヤツ（たぶんWI-FI使わないとダメだと思う）をセットで売る。それでＣＭは山内さんがお父さんを演じてもらう時にわざわざ作った頭に付ける小道具（釘にひっかけるヤツ）をマキタスポーツさんが持ち道具として装備し、カセットテープガールが保科有里のポジションで「安い、安い」「すごーい」と言って商品を紹介する、どこかで見た事があるけど、まったくの偶然。コロンバサークルが新しいファミコンのソフト出しても、このケースに収められる。だけど、まだ駄目だ！　そこは勝新太郎の神が降りた後も、まだいいアイデアがあるはず。降りた神を凌駕するアイデアを探り、やる気だけはある若者みたいに、長谷川博巳の声で、

　「ユアストーリーさせて下さい！」

　と、萬平さんみたいに、「僕にユアストーリーをさせて下さい」と、うるさい。

　「どうして、僕にユアストーリーさせてくれないんですか？　こんな原作、ユアストーリーしなかったら、映画になりませんよ」（失礼しちゃう論）

　「ガキ使」の七変化をやりたいので、また全身黒ずくめ、佐村河内コスプレで座って来た私の元に、松本人志の『遺書』を映画化させて下さいと長谷川博巳がやってくる。

　このオーバーアクトな絶叫芝居、まるで柳下毅一郎さんが「オレのために撮ってんのか!?」と思うような、やる気だけはある熱血漢のタイプキャスト、手に『遺書』を持って、

　「どうして『遺書』の映画化をさせてくれないんですか」

　「ぼくに任せて下さい」

　「ぼくにユアストーリーさせて下さい」

　と、食い下がる長谷川博巳くんに、

　「山口雄大くんでセクシー田中さんにするから。脚本も（ピー音が入るがセクシー田中さんの脚本家）に頼んでいるから」

　と答えると、情緒不安定の人みたいに急に泣き出す長谷川博巳をエッジャートロニックで抜く。

　「どうして僕の歌が、採用されないんですか」と五秒で泣き出す男親も、エッジャートロニックで抜く。後からはがいじめしているのが、主人公宅のお隣さんで、無表情。

　そんなことはどうでもよく、原作である『遺書』を床に叩きつけて、

　「こんなケジラミばっかりの話、ぼくがユアストーリーしなかったら面白くないんだっ」

　と、長谷川シャウト。

　会議室から出ていく長谷川さんは投げ捨てられた『遺書』に向って「お前のせいで皆わらってくれなかったんだからな」と捨てセリフを吐く。

　こうして七変化のくだらない案を考えていると、ハリウッドザコシショウの芸は七変化、という事に気づく。

　あの、『窓際のトットちゃん』の校長先生の有名なセリフを誇張モノマネするためだけに出てくるのが、ハリウッドザコシショウなのだ。

　登場シーンもほぼ回想シーンのみ。娘の幼稚園時代の園長先生で、

　「キミィは、本当ぃぃぃぃに、イイ子うぁぁなぁぁんですよぉぉぉぉおっ」

　と、発言。荒木先生のマンガのセリフみたいな、ジョジョは誇張モノマネなのか、ザコシ師匠が影響受けているだろ、そんな本物の俳優がやるとおかしい芝居をする。

　本当にやったら、変質者だよ、この芝居。

　「一橋は本当に、アリスソフトさんが好きなんですね」と言ってもらいたいセリフが役所広司さんにはある。役所広司さんが言わないと。

　役所さんで年齢がぐっと上がるので、年齢層のターゲットもちょっと広げてみようという小賢しい興行屋のもくろみ、皮算用、グランパムービーの属性も付け加えて、シルバー料金の人たちにも、感情移入できるエピソードを後半入れる。

　正史・史実のご家庭と違う設定、ユアストーリーで大阪のおじいちゃん、地方局のラジオＤＪをしているという、設定。本当は舅さんは板前さんで、九州から出てきたのがお姑さん。（奥さんの旧姓が田中さんで、このお姑さんがセクシーではない）

　例の入院でライブ興行で外泊するから、ラムちゃんを一人にするとまずいから義母に来てほしいのに、しかし電話を受けたのが、おじいちゃん。案件大好きスージー鈴木さんがその祖父役で、文庫レーベルを持っている出版社がスポンサーだと、いいなあ。

　画面分割で大阪は左の方、関東が右の方の電話シーン。左右対称的に手に持つ受話器も右左、逆。（小学館は右で講談社は左という事はない）

　「おぉー、なんのようや」

　と、お義母さんに変わって下さいと何度も言うけど、「オレが要件を承るがな」と代わってくれないのである。

　渋々、入院の事情を話さざるをえない。

　「うちのラムはまだ、小学ン年生ですから」

　「奇遇やなあ。うちにも小学ン年生の孫がおるねん」

　「それ、ラムのことじゃないですか」

　今、やっちゃいけないダウンタウンのネタである。ライト兄弟の頃？　ここでラムって書くと、誰がピーキーかわからないか？　確かに樹里ちゃんの姑は「ピーラーのレミよ」と「今日の料理」でやっていたけど、原作を読むと違うかもしれない。ユアストーリーしているから。「ピーキーなレミ」ということで、

　仕方なしに、話した事情を知ると、

　「オレがいったる」

　と、乗り気で、

　「いや、お義父さんでは、ちょっと」

　「心配いらんがな」

　「仕事あるじゃないですか」

　「録音でどうにかなるー」

　と、

　「ともかく、お義母さんに変わって下さい」

　「腰が悪くてな今、起き上がれんのや」

　「さっき頭痛だって、言ってたじゃないですか」

　「腰も頭も手も脚も痛い言うてんねん」

　「花岡青洲の妻ですかっ」

　「そうそう、眼も見えず耳も聞こえへんのや」

　と、こまわり君みたいな、その場のあそび、やりとりがあってから、たまらず「チェンジ！」と全画面で叫んでいるのに、次のカットは新幹線が左から右へ走る、そして新幹線のドアから降りて来るおじいちゃん。

　ホームで迎えに来ている父娘。

　「まいど」

　と言われて、むっとしている婿は、

　「ラムを頼みますよ、お義父さん。（しゃがんで）おじいちゃんの言う事を聞いて、大人しくしているんだよ」

　「うん、困っちゃうくらいね」

　「そこはやんなっちゃうくらいやろ」

　と、歌詞を知っているかのような、からみをする。

　「お～、ラム、ちいさくなったな」

　「また言ってる」

　と、謎の声かけ事案である。

　借家に引っ越してからは、まだ来てなかったのか、近所の人たちに会って「おじいちゃんだよ～」と、紹介していく子役。

　丘サーファーしているＴ家の前にも寄る。表札にもどうどうと「Ｔ家」と書かれている。

　川島省吾もなぜか素通りして、「今のソウセキくんのお父さんだよ」と言うと、

　「へぇー、余裕派やなあ」

　と、鴎外・漱石の留学組の文学者の派閥を知っている。

　シリーズが続けば、この金ノ介のエピソードもあり、どこかの会社のＣＥＯでインテリジェントビルに重役出勤、ステディカムで社内移動を追う。そんな金持ちなのにジョブズみたいに、中間層の暮らしをしていたとわかる。

　つまりスーさんとハマちゃんの関係で、

　「君が観てきた全ての松竹映画の続編だ」

　但し、松竹ヌーベルバーグは除く。大船調。

　今日はたこ焼きパーティーをするから、とか立ち話すると「グランパとタコパか」と、やはり呂布カルマがライムを刻む、脚韻を踏んでいるセリフ。（メンドウ臭くなると思うからいちいち必ずライムを刻むセリフではない）

　それで、お目当ての江夏商店に料理の材料を買いに行く。一輪車乗ってお父さんを迎えに行く時にもちょっと映った江夏商店。『博士の愛した数式』よりも、江夏値を高くする。

　店内では「俺の歌」がかかっていて、店長が江夏豊で、「えなつや～」と祖父役のスージー鈴木さんに言わせる。本人ロッテファンなのに。（清田育宏くんも声をかけてカメオ出演させようか）

　「よく言われるんですよ。別人ですよ」

　と、どこかで聞いたようなセリフを江夏に言わせる。

　タコ焼き作りたいから、冷凍のタコをありますかとか、なんかやりとりしていると、耳元で小声で「例のモノを用意できてる？」と今日初めて会ったのに、そんな事を言うと、店主はニッと笑って一旦奥に引いて、丸秘と書かれた袋を持ってきて、受取ったおじいちゃんが「誰も見てないか」顔を横に振って、それから白い粉を入れた袋に指を入れて、その粉をペロッと舐めて、

　「小麦粉や～」

　と、二人で喜ぶ。（江夏が覚せい剤で捕まった事を知らないと、このシークェンスがどうして面白いのか、わからないだろ）

　キョト～ンとしている子役の顔を抜く。

　出し汁も、かちわり氷のビニールみたいなヤツに「江夏汁」（中身は奇跡のお雑煮の鰤出汁）とラッピングされたのを小麦粉に混ぜて、タコ解凍中にまたフロに入って、

「白黒な～思い出に～♪

　色をつけて～おまぁ～♪」

　と、ごきげんに歌う。

　歌声が聞こえる室内の写真で大瀧詠一さんを抜く。（他にも写真――これ以上書くと原作のネタがバレる）

　机の横半分しか写さず、ラムとおじいちゃんでいろいろ会話していると、「ところで」と移動撮影でサイドにドリーが動いて、「なんでキミおんねん？」とＴ家のわんぱくでやんちゃなトラブルorハプニングばかり起こして映画を面白くするお子さんがたこ焼き食ってる。

　さらに横にスライドする（パンではなく移動撮影する）と、Ｔ家の御主人までいる。

　「なんで、お父さんも、おんねん」

　『家族ゲーム』の批評、近所の人も集まって、疑似家族ゲーム。

　それで「あの夜空はカリファルニアにつながってんねん」と（これ以上書くと原作のネタがバレる）

　居間に布団敷いて寝てる祖父と孫。

　また俯瞰のカメラが横にスライドすると、Ｔ家のわんぱくでやんちゃなトラブルorハプニングばかり起こして映画を面白くするお子さんも寝ている。

　今までずっと、ペーストしていたけど、もうメンドくせぇから、タツオでいいんじゃないか？　名前。

　「タツオくん、マグマ塩をなめていきなよ」

　と、お母さんがタツオくんにウェルカムソルトする。

　タツオがすぎる、タツオがここにいます、タツオが乗ってます、タツオが長いなどの、今までストックしたギャグが使用可能になる。

　それでＴ家の御主人も寝ていて、謎の女性も寝ている。

　「なんで、奥さんもおんねん」

　と、おじいちゃんも寝言を言う。

　釣りバカの「不合体」である。飯豊まりえでいいんじゃないか？　この奥さん？　『家族ゲーム』のラストシーンの俯瞰的構図のカメラアングル批評。

　入院しているお母さんのところにも、お見舞いに行って、塩をなめてもらう。（なんか悪い宗教の教義みたいな「塩を舐めればなんでも治る」みたいな／星の子じゃなくて塩の子）

　近所の子にアメちゃんくれて、本物のＡちゃん（注・ロバート秋山ではなく子役）はお母さんが在日朝鮮人で、

　「ハーフやんカッコええやん」

　と、言ってあげる。

　らもさん本人がロフトプラスワンで歌った、人生を肯定する、関西の善性を映画に込める。

　そうしないと興行が悪い。

　都道府県別で興行成績が出ると思うから、その成績が悪かったところにロケに行く。シリーズ化できたらの話。あんまり興行が悪いと、お話の中でそこに移住する。

　ミュージシャンがライブ興行していって、そこで森口博子を出さないんだけど、歌姫と何か「恋愛？」みたいなちょっと仲良くなる、いい雰囲気だ～け～ど、ご家庭があるから、いつもスン止め！　これ以上進展しそうになると、歌怪人がコメディリリーフで現れて「あっ？　知り合いと思って、声かけたけど違った」と、あのミッキーバンドの人、山内圭哉にも似ているという事？

　それ（石切り場でダミー人形爆破）はどうでもよくて、みんな寅さんやりたい。究極的には、寅さんみたいにしたい。男はつらいよシリーズみたいにしたい。

　松竹自体も『虹をかける男』で、寅さんシリーズ化を目指して、ダメだった事がある。寅さんは奇跡。ちゅらさんは奇跡みたいな、

　森田芳光も『間宮兄弟』でシリーズを続けたかったけど、原作者が映画独自にシリーズ化を拒んだ。全国の路線を旅できる『僕達急行 Ａ列車で行こう』を撮ったけど、森田監督は、

　「松田優作のそばに行ってしまった」

　のである。

　それで、ライブ興行に行っていた主人公がダブルブッキング。別件のライブに間に合わない。学童保育の施設が老朽化で資金をプールするためのチャリティーコンサート、『ブルースブラザーズ』的な、「バーンド」ないつものアレ。

　こういう施設でバザー終わった後にやる、ライブ演奏会などの余興。

　頭の上がらない大家さんが「副音声映画みたいにいちいち言うわよ。借家の家賃を安くしているのはねえ、こういう時にちゃんと参加してもらうためなの。施設だけ利用して、何もしない、無課金勢みたいな事されちゃ、ねえ。私の機嫌が悪くなるわ。家賃を元に戻してもいいのよ？」

　と、軽く脅される。電話の先で、ぺこぺこ謝るお父さんという、子供には見せたくない、見せられない姿を抜く。（たぶん大家さんの先代はバブル期に地上げ屋や地面師で儲けたと思われる）

　それでＣＥＯ（劇団ひとり）がベースで、キーボードが義父（スージー鈴木）でヴォーカル娘という即席バンドが間を繋ぐ。

　露払いで呂布カルマがリリックを歌う。バンドメンバー紹介の、

「この子の親

　出番があるのに　おや？

　大幅に遅れている

　この会場につかない

　チチオヤとして面目ない

　遅々として来ない」

　と、やる。

　「そこで娘の出番だぜ」「急ごしらえのバンドだぜ」「今から場繋ぎ、本人たちはやる気だぜ」「幅を利かしてやるんだぜ！」

　で、、ベースを指さして「子供の名ソウセキ、バンドはもちろん即席」とか、キーボートを指さして「グランパとタコパ、そのグラパ」、「まだ来ない父から教わったギター＆ヴォーカル、ラアム」と、場をもりあげる。（注・あくまで便宜的に主人公の娘にラムとされているだけで、本当にラムと名付けようとした実話から取られているわけではない／そんな原作ない!!）

　それで学童賛歌を歌う。

　ちゃんと歌詞があるから、著作権問題が発生するので、「岸田なんかにまけないぞ　ワッハッハッのハー」と音楽の政治利用。

　「デスポストなんかに負けないぞ」の歌詞で、飯豊マリエを抜く。

　「YOASOBIの政治利用」は誰も文句言わない。

　「YOASOBIに政治を持ち込むな」

　原作をだいぶ、アレンジしちゃったけど、ホンを読んだ安藤裕子さんのご機嫌が悪くなったので、ここ、変えさせて下さいと、いう事もありえる。大崎元会長みたいな松竹の偉い人を連れてきて「隠し撮りすんなよ」と言わせて、奥山さんを追い出したような圧迫面接で、作者さまであらせられるマキタスポーツさんも納得していただかない、と。

　ようやく間に合った主人公のバンド演奏シーンは割愛され、安藤裕子さんの大家さんから「娘の方がよかったわね」と言われて、「父親として面目ない」と答える。

　安藤裕子さんのノーリアクションを抜く。宮崎駿のように無音演出。

　「ジブリっ子ですから」

　このシーンが最後の撮影でクランクアップしたら、ニューサンナイで打ち上げだよ。

　チューハイでカンペー。

　原作者さまに「上京物語」のネタを披露してもらって、ギャラはタツオが払う。

　うっかり山内圭哉さんに「今晩の呑み代は全てサンキュータツオさんにつけといてくれ」「なんだったら、みかじめ料も払わせたらいいんですよ。渋谷落語で顔が利くから」と、ジョークを言うと、

　挨拶がない場合、代わりに行く人という役をふる。

　笑いながら、「ムラサキってそういう意味だから」と次の広辞苑改訂では、そういう意味に書き換える。公文書改竄ギャグ。（ムラサキマンが次の広辞苑に載る）

　大丈夫、大学の教授がこんなクソ記事読んでいるわけない。東映でくすぶっている未来の無い助監督が語る妄想、それが「オレならこう撮る」でしょ。

　全国査読に耐えた論文を読めよ。

　本文より参考文献の方が文章量が多いやつ。

　ただWe Are The World方式で奥さまがこないようにしていただきたい。

「平野レミさんは呼んでいいです」

「ピーキーなレミ」

「もしかしたら、続編でへそを曲げた義母（姑）役でレミさんを呼ぶかもしれないから」（お舅さんが勝手に病人熱いしてヘソを曲げてやって来る）

　これ、冗談で言っているけど、スタッフとか週文の編集みたいに出禁扱い、するんだよね。迷惑するんだよね。「迷惑だなあ」「九年になったら、令和苦だよ。林真理子は知っていたのか？」「何が有識者だよ、明和九年のことを知らないのかね」と、うまい事を言ってしまった。

　「これはタツオが言ったことに」

　エンディング前のシーンが、ワンオペ時に洗濯しようとして、脱いだシャツから嗅いだ事のある臭いがする。

　たかし叔父さんの匂いがする。自分をハグしてくれた時のカットも挿入される。ここで人物の同一性があると、わかる何かが無いといけないけど、アイデア不足で思いついていない。（クロティックＢ＆Ｗの映像から色が付くのは思いついたけど「共感覚的に色に匂いがする」）

　自分の中に、たかし叔父さんは生きている。

　そこで微笑んでしまう主人公が、ふいに気配を感じると、隣の家の窓から歯磨きしながら見ている高橋一生がいる。ピントが合う。

　『進撃の巨人』の超巨人が壁を乗り越えそうな時の似た曲がかかる。

　無表情の高橋さんを三カメで抜いた後、柏手を打つように「パン」と手を叩いて、指を「ツー」本だし、それから親指と人指し指で「〇」を作る。最後は帽子の庇（ツバ）みたいに目の上に手を添えて「見え」をする。

　一生さんの眼カメラ視点で、洗濯機にシャツを入れようとして、パンツ一丁の山内圭哉さん。

　で、エンディング・テーマに雪崩込む。オーイシくんが歌うかもしれない「カワイイ」がかかる。

　場合によっては、パンフレット掲載の家族写真が挿入される。

　原作者さまをいじれないけど、本当の槇田家の写真が映されて、ポストエンディングの映像が流れる。

　オレなら、こう撮る。

　安藤優子さんにも文句は言わせねぇ。


 ＊　正式名称は「風の谷のナウシカ　絵コンテ1⃣」宮崎駿・著　ジブリ絵コンテ集にも、だいたい付録的に収録されている。







追加キャスト　発表!!


 ムラサキマン　？







映画エッセイ　豆知識その三







原作原理主義者と史実厨は似て非なるもの？


 　実写映画は皆さんが思っている以上に、制約が多い。

　ことのほか、多い。

　「千を出せ」とカオナシみたいな人が、「子役を出せ」と『ゴールデンカムイ』でも、言っている人がいると思う。

　「それはロリータコンプレックスというわけではないですよね？」

　子役でリは小さいリのアシリパちゃんを、実写に出せない。

　ロケ先の雪山で子役は労働制約（児童福祉法）で宿舎（旅館・ホテル・お寺他）に午後10時までに帰さないといけない。

　てっぺんを回れない。

　冗談でも、熊の皮の中に入ってお泊りとか、できない。

　そもそも、スタントアクションできる子役がいない。空飛佐助のような、小人症の方に訓練をしてもらって、スタントさせる「特技」をすればいいのか、銃器等の取り扱いを知らない子役に、レクチャーしていいのか考え物。

　中国の卓球アカデミーみたいに俳優の早期教育、反応速度を高める荻村伊知朗みたいなやり方で、職業訓練の如く弓矢の取り扱いを覚えさせる……そんな需要は年にひとつかふたつしかないだろう。

　毎年、毎年子供版『ファブル』を作るしかない。

　撮影はそもそもタイムアタック。ＲＴＡリアルタイムアタックである。

　子役が出るのは、難易度を高める。子役ハンデの縛りプレイ。

『キックアス』のヒットガールの「くおぉぉぉえるおぉぉ」じゃなくて、クロエ・グレース・モレッツは相当な訓練を受けたか、それともやられ役がＪＡＣのように優れていたか、反応速度を高めるために若い真田広之が千葉真一に鍛えられたみたいな、シン・一から育てるをしないといけない。

　原作が無いけれど歴史劇、たとえば戦国武将とか、その半生をフィクションにした作品でも、今度は史実厨がつく。

　新田次郎の娘さんの話、父・次郎さんが武田信玄の死因は癌死説が有力だけど、結核で死んだ、天下りできなかった国家官僚……天下取りできなかった英傑として死ぬ、慣用句の悲劇の英雄として小説を完結させる。

　このあたりにちょっと混乱があって、「鉄砲が当たった」という織田勢はそういう自分たちの影響があって銃創による死因と主張するし、武田勢は信玄自身の病没で仕方なく退却と、当時から情報が錯綜しているのだが、そういう事に「史実じゃねぇよ」と言われた事を娘さんが語っている。

　原田実さんには悪いけど、フィクションには偽書を使わせてくれ、というのが私の意見になる。さすがにちょっと失敗した、江戸しぐさは使わないけど。

　何が言いたいかと言うと、「存在しない偽書」を元に『「坊ちゃん」の時代』は出来ている。それを映像化したいという立場だと、「めくじらたてないでくれ」「ごちゃごちゃ言わないでくれ」という、偽史できない偽らぬ本音を語っている。

　弥助問題もあり、人種問題とからんで、さらに史実として売っているという噂も遠くから聞こえて、「そんなモンマスさんな」と、無視できない。

　そのモンマスさんの件があるから。「ブリテン列王記」がくせもので、「売り言葉」としてアーサー王の伝説を本物の歴史と偽って、宣伝販売したという「伝説」が残っている。

　と学会が鋭く反応するけど、消費者が求めるモノが実はそこに書かれている。

　「鞍馬山の天狗に牛若丸は鍛えてもらった」「義経生存してチンギス・ハーン」の偽史・偽書は良くて、『ゴールデンカムイ』の新選組のメンバーが実は生きていたも良くて、信玄公結核死はダメ（まだ結核は日ノ本に入ってこなかったような反論はアリ）とか、そういうなんというか、「熊谷陣屋、ダメ？」と思いたくなる。

　ほぼ史実でもあるらしい平家物語の若武者が「生き残ってくれたら、いいのになあ」という、鑑賞者のエンタメ期待、浪漫劇改作に応えた結果、創作された物語を全否定していいのか？

　たしかにフィクションで「参考」にしてしまい、市場の反応よくベストセラーになっちゃうと偽史・偽書の布教・宣伝になってしまう。なぜなら、ほとんどの人はちゃんと歴史書を読まない。司馬小説だけ読んで、「あ～歴史がわかった」と時短してしまっている。史実を元にしたフィクションを、「事実。あの時あの場面で言った事は全て事実」と思い込んで話をしちゃっている。司馬さんが考えた事なのに。（春日太一さんも指摘しており『燃えよ剣』のキャラ立てを皆信じている）

　正直、消費者は本物の史実を求めていない。前述と矛盾しているか、史実厨はノイジィマイノリティーである。

　サイレントマジョリティーは史実の改変で、「こうなったらいいのになあ」を期待している。だから、悲劇回避ルートである熊谷陣屋は今でも公演される人気演目である。

　「兄になりたかった人」で、この可能性はあるんじゃないの？　するといろいろと辻褄が合うよ、というのは許せないらしい。それは逆に史実という歴史環境を見ないで、フィクションの寺田ヒロオを見ていて、人間として生きていたテラさんを見ていないのでは？　なぜか、そこには史実厨はつかない。というよりも、史実厨を唸らせる事は、マジョリティーにとっては雑音、ノイズで「耳障りの無いのを聞かせてくれ」と、原作原理主義にも、言えるのでは？

　最近出た『笑いで歴史学を変える方法』で、歴史好きは研究者から突き放されたのを、今度は創作者にやっている、さらに原作の正史と、原作を翻案した作品につっかかる、そういう事になっていて、こちらは「そういう事じゃないだろう。それではＤＶの連鎖みたいなことでしょう」と。

　このたとえかな？

　考証という大気組成と同じ瓦斯を中に入れても、風船が浮かず地面に沈んでしまう。その風船は魅力が無い。地面と言う歴史をなぞるしかしてない。起伏が激しければおもろしいかもしれないけど、人の息で膨らませた風船では「天下御免」みたいにヨーロッパまで源内が行けないのである。そこはフィクションというゴム袋の内側にロマンや夢という「浮力」を瓦斯の中に混ぜないと、夢の風船が浮かばない。（なんかアクションゲームで物理法則そのままやっても面白くない）

　ロリコンのロマン――子役を起用できなかった、その部分を埋め合わせる考証もしないといけない。子役にしないということは、アシりパ（「り」は小さいリの発音）さんに入れ墨しないといけない。アイヌ文化をちょっとでも知ると、通過儀礼として成人女性は顔に入れ墨をするから、何か設定を足さないといけない。（そこまでやってくれるんなら、OKにしてほしい）


 　本郷和人さんが文藝春秋社の編集者に、「東大の先生が鎌倉幕府なんて無かったんだよ！　と、書かなかったら、本なんて売れねぇんだよ！」と、パワハラくそ野郎な事を言われたように歴史家が悪いというより、「売らんかな」勢力が、作家・著作者を盾にしている事もあろう。

　「それ、捏造の文春砲だから」

　これ実は万国共通で「アフリカのアテナ」を『黒いアテナ』として改題してリリースして誤解が広がってしまったという事がある。

　作家を攻撃するのも、ある程度本人に責任があるなら、しかたないけど、「売らんかな」の編集者、出版プロデューサーとか、現代のモンマスさんたちがいる。彼らは何か問題が起きたら、絶対に矢面に立たない。

　岩崎さんの『ゲームの歴史』も、岩崎さん本人が悪い事もあれば、もしかしたら伝聞で聞いたこと、それを確かめずにそのまま稲田豊史さんに話しちゃって、校閲もすり抜けてしまうという、「マジック」もありえるのである。

　ただの「ヒューマンエラー」か、夢グループで石田社長と歌手・保科有里さんがするリサイタルでのマジックを想像すると、わかりやすい。

　そんなスーパーイリュージョンショーみたいに、歴史百年の大日本雄弁会講談社の校閲部をすり抜けるのである。

　誰が犯人か、仮にメンコ説を唱えた人が大学の先輩だと、もういしかわじゅん先生と山田詠美みたいなもので、その人物の責任を追及できない「世間」の謎ルールが防波堤でカベになってしまう。

　だけど、違う「世間」で文藝春秋社が「（芥川賞作家をいじるなんて）許せんな！」とまたパワハラくそ野郎になり、『20世紀少年』のともだちみたいに「これとこれ、絶交」にもなる。

　「お前たちの方が、統一協会」

　それはともかく、週刊文春で連載が終了しても、自業自得だろう。

　見た目が絶倫破戒僧の人の『日本国記』を擁護するわけじゃなくて、『ゲームの歴史』は改稿を続けて、どんどん正確性を上げていけば、いいのに、販売停止で絶版にしちゃった。それを掬い取った「歴史書」を作るべきである。

　それは、正しい判断だったのか？　せっかくあれだけご本人さまたちが、「校閲」してくれたんだから。

　ゲーム史に悪い見本を作った。

　「それやったら、サイバーコネクトツーのクソゲーも絶版にしなくちゃならないよ」

　江戸しぐさのように、企業にとって、都合のいい歴史に塗り固められちゃう、という事にならない？　アシリパのリは、やっぱりロリコンのリだね。


 注記　アサグリの弥助問題は別件で書くしかない。

　今時、あんな『天外魔境』のネタになりそうなヤツなんて、嬉しくなるのだが、ほとんどの人たちには、戦国時代に軽トラがあるとか、有吉くんのツッコミ「ふざけんじゃないよ」となる。


 　はっきり書くと、自分でも原作を元にマンガを描いても、その通りならない。「コトバを食べる、ケモノ。」は原作に則さないところがあると思う。

　「そんなにマンガを描く技術がないんだから、仕方ない」


 　それからうっかり信玄公とか書いたり言ったりしているが、従三位以上の官位を持たないと、公って尊称しちゃいけないらしい。四位以下は卿とか。なんかある。（注・これ正確ではない）

　あんまりそこは、考証通りじゃない。







また広告の章







「Ｕ」とか「Ｕ２」や「2UF」の広告じゃねぇか
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映画エッセイ　豆知識その四







不信心者のための銀塩の福音


 　日曜礼拝に行かず、映画館に行く不信心者のために、クライストムービーはある。

　クライストムービー、そのまんまイエスキリストの偉業を映画化しているものもあるが、キャラクターを変えてキリストの偉業をなぞっている映画作品全般といえるか、『ブラックパンサー』『マッドマックス　怒りのデス・ロード』と枚挙に暇がないのである。よく観ると、いわゆる聖霊を身体にとりこむシーンがある。

　日曜なのに礼拝に今日は行かなかった埋め合わせがクライストムービーでできれば、なんとなく受け手の道徳の貯金箱というか、心の会計というか、信仰の貯金が減っていない消費者心理の欲求が満たされている――ようなのだ。

　川上である舞台演劇から、下ってきたジャンルといっていい。聖史劇の転用、であるからだいたい二時間ぐらいの長さ、上演時間となるため、時間を割っていくと、キリスト受難劇の出来事、イベントに擬えられる事が時間区分で起きている。

　脚本執筆段階のプロット作成で出来事を配置していくと「はい笞打ちの刑」「ここが聖衣剥奪ね」と、自然にタイムキーピングされてしまう。


 
 　作る側の技巧とコスト、受け手のニーズがおおまかに一致した作品群ともいえる。

　特にアメリカはマーケットリサーチを先にして、消費者動向から先に決めてかかっているところがある。それは結局、消費者母数が多いキリスト教徒向けの映画を作る、そうなると聖書由来の物語というか、換骨奪胎してプロットは同じ、その出来事が近代化されて、固有名詞は違うだけだったりする。

　モノクロ映画では、旧約新約問わず聖書のエピソードを映画化された時代があり、やはり信仰の貯金（信仰心の会計）を減らしたくない層が映画館に入って、好評だったのだろう。

　すると、研究が進むのも早いというか、シナリオライター育成プログラム、マニュアル化も早かったと思われ、シナリオ作成のストーリーパターンは、聖書の47パターンに還元されるというのが、このモノクロ聖書映画の成功が由来しているようだ。

　子供の頃、日曜礼拝で神父牧師から、有難いお話を聴くのが経験上あると、舌が味を覚えているみたいに、映画であっても「地元故郷の味がするモノを好むようになる」と。少なくとも、ヒットが外れる可能性が少なくなる。

　『美味しんぼ』の京極さんになってしまう。

　聖書のエピソードのパターン以外を造ってもウケないのが、マーケットリサーチから出ているためなのか、もしくは仮に作ったとしても、興行面で苦戦すると予測できると没になるか、両方なのか、苦しい答えだが聖書のストーリーパターンであっても、興行的に成功は確実ではないのに、さらにパターンから外れたモノをしても、確実に興行成績が悪いので、そもそも効率能率優先で教えないという事もありえる。

　つまりハッタリだったかもしれない。

　だから反論として、イスラム圏の映画を観ると、果たしてそういえるのか？　ヌーベルヴァーグは聖書のストーリーパターンから外れているから、面白いのでは？　ボリウッドのスタントアクション映画、ムトゥやバーフバリ二部作、映画のプリミティヴな面白さがあるものはストーリーパターン通りなのか、疑問が出てくる。

　それはとりあえず、後回しにして、


 　デートムービーの


 　バイブルベルトのご家族のご平均、その親御さんたちはたいてい、息子・娘は日曜礼拝に来るお嬢ちゃん、お坊ちゃんとできれば結婚してほしい。（と思っている）

　親の顔も知っているし、だいたい礼拝を欠かさず来るような人物は身持ちがいい。（「シェイクスピアロマン」の作者としては必ずしもそうではないと言わなくちゃならない）

　ある程度はボーイフレンドもガールフレンドも出来ていいが、結局は結婚相手はそちらにしてほしい。

　だから自由恋愛がバッティングする。

　戦争になり兵役で戦地に行くとか、何か事情があって「仕方ない」と割り切れはしないのだが、そういう事情がないと基本、結婚に反対。

　どうしても結婚をしたいと言っても、だいたい反対。


 　ロックミュージックで、「そんな礼拝に行くようなヤツなんか、ほっといて遊びにでかけよう」という、呼びかけに応じてでも、それってキリストが石工や漁師に呼びかけたら、応じて弟子にさせたようなもの。ビートルズなんて婦警さんをナンパする歌もあると言われる。

　逮捕されたのである。

　彼らはあそびに出掛けた先に、デートムービーがある。

　……昔、映画会社の社長が映画を「ブタ箱のエサ」と

　宣ったそうだが、婦警さんにブタ箱に入る

　ビートルズがインド思想に傾倒、ファンも指嗾されて、インドにバックパッカーで行く。そんな旅先で伴侶をこさえてくる若者もいる。場合によっては同一の宗教に改宗しないといけないなど、そうすると面白くない福音派がいる。

　学校で進化論の授業がある日は、わざわざ会社を休んで子供を旧約聖書通りの展示物の博物館に連れていき、アダムとイヴの子供の前に配偶者として急に女の子が現れるとか、「落ち物ヒロイン」な展開であってもいい内容の聖書辻褄合わせがあるのを、映画でこれがあると、福音派以外では「リアリズムじゃない」「福音派のための神話」と

　この辺りが、クライストムービーの批判


 　そうして、ロックミュージックの音、ギターのリフやドラムのリズムビート、それにファッション、そこは変えずにいるが歌詞内容は、日曜礼拝で語られるような、それこそ聖書の47パターンをなぞった話になっているクライストロックが産まれている。フェスもしている。

　映画ではゴスペルムービーの『天使にラブソングを』というか、『きみの色』はロックミュージックとクライストロックの中間に位置しているといえる。

　いわゆるバンド映画の定番「ライブ会場に間に合わない」が山ほど量産されて使えない手になっているのだろう、「ライブ会場に間に合わない」というクライマックスが無い


 　ここで評論家になってしまう問題がある。

　中島らもさんのマニアックな著作には、落語を聞きに寄席に通っている落語鑑賞者は“評論家になってしまう”と語られている。それは噺が約二百の根多しかなく、約三百人ほどの落語家だと、いずれ根多が被る噺を聴く事になる。すると本来、高座用語で素人は知らない「フラ」がわかる。

　よくたとえるネタで、仮に師匠が弟子二人に同じ根多を分け与えると、どちらかの方が面白いと、わかってしまう。

　フラがある方が弟弟子の方だと、兄弟子が情けない、芸に身が入ってないだらしがないヤツとしてケナされる事もある。映画監督も落語家と同じに、助監督時代に同じ監督についていて師事していた監督と同門なのに、違いが出てくる。

　らもさんは新作落語を作って被らないようにしたし、

　つまり、クライストムービーを量産してしまうと、差があるのが、ある程度はわかってしまう。競争も激しくなる。

　同じ事が映画鑑賞でも、受け手は自然と映画評論家になってしまうのである。

　ストーリーは47パターンしかないとしたら、映画を百本近く観たら、映画評論家になってしまう。ヒーロースーツを着られなくなる、剥がされるのが聖衣剥奪とわかってしまう。

　だから逆に監督で違いがわかってくる。

　高座用語のフラのようなモノがわかる。

　逆に「裏切り者に惨めな報い」が無い、ちゃんと溜飲が下がるところがないじゃないかっと、批判が出てくる。「そんな聖書の物語じゃないんだから」と反論しても、教徒、信者たちには納得できない。

　四十日間のキリストの修業時代にあたるシークエンスに悪魔が現れないとか、「その誘惑を断ち切っていない」と、ちょつと意味が違う成長物語としての


 　さらに、ホワイトクライスト批判、白人が「未開」とされるところにやってきて、問題が解決される、パターン化したストーリーを見せられてしまう。ウェス・アンダーソンの『犬ヶ島』で留学生がやってきて、日本をモチーフとした架空の場所の問題が解決される……私も同じことをしているから胸が痛い。

　白豪主義の教化やキリスト教の布教活動の暗喩が見られ、「未開」とされる土地に鉄砲玉のように宣教師がやってくる、その歴史が擬えられていて、布教がうまくいかない「受難」があって、それで現地の「未開」社会では、やがて皆キリストに帰依する。

　新約聖書の再話が成される事に

　キリスト教徒は認めないと、信仰が揺らぐ


 　ただ、あまりにもたくさん作られるから、銀塩の福音のネガを写し取っているアンチクライストムービーも作られる。ここに流行り廃りも出てくる。
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ピリオドの向こう側







けいおん！　の実写化企画の頓挫


 
 
 『けいおん！』編きらっくすプロイテーション版（途中まで掲載）

　かつて、山田真哉は「Newtype」の連載記事で『けいおん！』の実写は難しいと、語っていたのだが読んだ当時から、そんなことはないと思っていた。

　アニメ版が素晴らしすぎるから、当然、それを越えた感動は、難しい。

　開き直ってエクスプロイテーションな劣化コピーでいい。

　「アニメできららプロイテーションはできたけど、実写できららプロイテーションはできないでしょ」と、みんな思っている。だから山田真哉が「難しい」と発言したのだろう。

　マンガが原作の実写映画化という、あえて火中の栗を拾う。それでブラックスプロイテーションを、きらっくすプロイテーションに変える。

　皆さんご存知のように、私は高畑勲とは逆の方向を向いている、原作デストロイヤー。ゼッタイ投げさせないから、大丈夫。東宝でやったら、シン・ゴジラマネーを溶かしちゃう。

　ともかく明るい『海街diarys』でちくわカレー、『かってに改蔵』のネタを入れた原作通りにする。

　あのエピソード、このエピソードをどうやって撮るとかよりもまず、平沢唯の本物、オリジナルである平沢進らをカメオ出演させたい。the pillowsの人も出てくれる。なぜか、関係の無い石田ショーキチがいたり、できればゼルダとか少年ナイフとかガールズバンドのパイオニアたちも、カメオ出演させたい。

　文化祭で、秋口で寒くなっているのに、アイス食べている春日太一さん（『泥沼スクリーン』買ってください）がチラっと映ったり、楽器店に店長で国井咲也さんを「楽器というのは銃器と同じ！　一発撃つ度に小さな爆発しているから兵站部隊にメンテナンスさせないといけない！　だから運んだら調律するんだ！」というセリフはなく、ただのカメオ出演。


 　この後、いまだ完成していないだろう『チョコレートリボルバー』の話題になる。







パンフレットに書かれている懺悔記事　それ町編


 　ネタバレしないように、執筆中はあんまり、それ町を読み返したり、アニメを観返したりしなかった。けっこうな小細工、トリッキーな書き方をしていて、何か情報流出になるのではないか、懸念して読み返さなかった。

　受け手がそれ町に興味を持って、読んでくれるように、ネタバレしない書き方。人物相関図で言えば、妹がいる的なこういう登場キャラは出て来る等の、あんまり公開というか、骨董屋のお姉さんの名前とか、一部忘れていたけど、そこはあえて忘れたまま、書き進めるという、「エビちゃんが妹なの？」という誤読を誘う事になるかもしれない、

　だから、原作ファンに嫌われていたかもしれない。


 　その件は後半に、後回し。

　宿題があると、後始末が大変。


 　というか、レンタルDVD派でちゃんと権利持っている所にお金を落としたいから、レンタルを借りたかったけど、そういうクリエイターへのシステム、DVD上納システムみたいな事をしようとしたら、レンタルできなかった。

　ちょっと、ねぇ。

　マンガを読み返しちゃうと、問題がいろいろある。

　原作のマンガに問題があるのではなく、実写撮影側、撮影時に問題が出て来る。

　たとえば、二時間サスペンスのロケ撮影がご町内にやってくる。（完全ネタバレ）

　というのが重要な回がある。

　今、テレビ局で枠があるのはテレ東ぐらいしかない。

　連載中は、こんなにこのテレビ文化が廃れるとは、読者は思わなかったのである。作者の石黒さんも、たぶん。テレビ局本局？　も思っていなかった。

　「必ず石田社長と歌手が出る二時間サスペンスなら、出来るんじゃないか？」


 　もし動画配信サービスで映像化、シリーズを作れるなら、人気動画配信の新シリーズのロケ撮影隊が町にやって来た、という事になる。

　もう、そうなると世界線が違う。

　というか、皆がスマートフォンを持ってると、日常ミスタリーを成立しにくくなる。

　『ブラック・ジャック』の新しいテレビドラマもスタッフは似た事、言っていた。

　実写ドラマのパトレイバー・シリーズみたいな、なんらかの処理をしないといけない。それとも、連載当時の年代として規定して、なんか『ウルトラマン・ティガ』の実相寺昭雄回みたいな、再現記録映像的、

原作ファンは「（原典を）変えるべきじゃない」「原作通り二時間サスペンスのロケ撮影隊が来てくれ」という気持ちはわかる。

　なんか中間管理職のような板挟みに遭う。


 山積みの宿題がある。

　ただぼんやり書き写せばいいというわけではない。


 ただ、

　二時間サスペンスというのは、

　ヒッチコック→トリュフォー経由のサスペンス映像の技法と『勝手にしやがれ』のゴダール発祥のロケ中心な撮影、ヌーベルヴァーグ型の

どうやら、ルイ・マル監督のシネ・ジャズだとかの影響があるらしい。（だからスパニッシュギターを鳴らすとかあるのか）


 何かを表現したいという芸術性を抜いて、その空欄に大衆性を押し込んで、

　撮影隊が四ラインぐらいなら、一カ月の制作期間で量産できる。週間放送もできる。プラスアルファでスタジオセット、一部流用できる

アニメのバンクシステムみたいに「この取調室、先月の放送の殺人事件でも」

　それで東尋坊などの、名勝がロケ先になる「観光資源の活用」がコスト圧縮をはかる、


 地元自治体に観光課があって、

　ホテルや旅館の宿泊費用を割安

　熱海みたいななんでも

「ギルガメッシュLIGHT」の撮影も許す、


 　なんか、二時間サスペンスのあの枠、新書や本で解説や何かを語られたモノが無い気がする。

　大林監督の三毛猫ホームズシリーズどうして出来たのか、

　春日太一さんにさせれば、


 　『ネムルバカ』のある人物、お寿司を食べられなくなるエピソードで、そこにほとりがいるじゃない？

　映画の『ネムルバカ』に出てきた、その人物をほとりのお母さん役にさせるとか、いろいろ。


 
 ここからは課金で







三木聡監督のあとしまつ


 　三木監督が最近だけ、「悪い」のか、一時的な事なのか、正直わからない。


 　そこに


 冒頭部分のみ掲載


 　　　底抜け三木聡に悩ましいまっちゃん


 　原作モノと自分発の企画映画では、やや面白さが違うが、三木聡監督の映画は面白い。底抜けには、“底抜け超大作映画”のような悪口に使われるが、『ちりとてちん』の小草若の持ちネタ「そこぬけに～」の方である。反対の意味、そこぬけに面白い。

　『ダメジン』『図鑑に載ってない虫』『亀は意外と速く泳ぐ』『インスタント沼』は笑えるが、『イン・ザ・プール』『転々』『俺俺』は面白くないということはないが、オリジナル企画映画よりは笑えない。

　それにしても、「ダウンタウンのごっつええ感じ」のキャストとスタッフで、こんなに差が広くなるものであろうか。


 
 　ここにある通り、「そこぬけに～」は、「ちりとてちん」の小草若の持ちネタである。（基本はテレビ番組名はドラマでも「」内にするが『ちりとてちん』は根多名でもあるので『』内にしている）


 　シティボーイズ ライブの三木監督脚本を観てほしい。

　「ピアノの粉末」である。

　ところが、動画背信でカンタンに観れない。せっかくWOWOWに加入したのに観れなかったから。ドキュメンタリーＷの「持永只仁の約束」も観れず、一カ月ちょっとで解約した。


 　KADOKAWAに源泉徴収されているのが『音量をあげろ』なのか、ちょっとわからない。

　自分発の面白企画が、歴彦（犯罪者なので呼び捨て）が製作総指揮にしろとか、名前を入れろと、

　ガス屋だと思ったら、電気屋だったみたいな、なんでガスと言われているのか、『インスタント沼』をちゃんと観てほしい。（同じくＴ家と言われていた人物は

家名が丁であった）

　見比べれば、まっちゃんの映画より面白いとなる。監督として三木聡に必ず軍配をあげるよ。

　森田芳光監督も映画をなかなか撮れない時期がある。

　ウェルメイドな映画を作ると、自分のファンがあんまり、いい反応を示さない。ちょっと嘆いていた。

　同じく、三木監督も原作映画は、なんか「お仕事」と感じて、「ピアノの粉末」ぐらいしか、できない。


 
 　だから『大怪獣のあとしまつ』も「弁償な」と。


 
 





なくなった本のセールスマンのゾンビ企画







特別掲載ソウセキ掛ける3 Ⅱの習作


 　ホームページの「本のセールスマン」にあった「ソウセキ　ソウセキ　ソウセキ」を再び掲載して、反省会である。（ちむどん反省会とか言うな）

　オレならこう撮る案の『「坊ちゃん」の時代』を作り終えてから、

びっくりした伊集院の名前が、前半部と後半部で漢字の表記が違う。

　読み込みが足りなかったのだ。

　早速、「ソウセキ　ソウセキ　ソウセキ」を。


 ソウセキ　ソウセキ　ソウセキ


 　近年は夏目漱石について、いろいろな多角的な見方がされています。

　『先生と僕』のように4コマで漱石界隈のマンガ化があれば、夏目邸に出入りしていた寒月君こと寺田寅彦についての新書が出て、孫である夏目房之介さんが漱石の著作に触れた『孫が読む漱石』、はたまた小説には『漱石先生大いに悩む』などがあります。

　この小説の作者である清水義範さんはあとがきに「『坊ちゃん』的な明るい漱石像がどこへいってしまったのだろう」のようなことを書いていたと思いますが、そのような則天去私を気取った漱石像を覆したのは高橋源一郎氏の話では江藤淳さんです。

　江藤淳さんが『漱石とその時代』を書いたことで、コペルニクス的転回の漱石像が広まったのです。今現在の世の中に「まったく影響を及ぼさない文芸評論」の時代からは隔世の感があるのは否めません。

　また、夏目さんの指摘どおり、海外では漱石は知られていません。翻訳はされていますが、大学で日本文学を専攻しているなどの理由がなければ、ほとんど読まれていません。

　したがって、場合によっては漱石をジャパニメーションである『青の文学』シリーズの「こころ」の原作者として、海外のアニメユーザーに認知されている方が多くなる可能性もありますね。


 　　　☆


 　この後、誰も買わなかった本のリンクが続いている。

　その中には、『先生と僕』という漱石と門下生たちの交流を描いた四コママンガがある。

　この『先生と僕』で漱石は発音が正確などのエピソードが語られる。

時間が経ってしまい、読み返してないから忘れたけど、どうも芥川のエピソード、ど忘れたしたのか、どうなのか、結局「覚えきれない」に到達する。

　文庫本で建築探偵全四巻を持っているが、読み返したら、忘れている事多いね。ホワイトホール（銀の殿堂）には、アカメやるろんたの石像（みらいの太鼓も）が何故かあるのは、建築探偵にて、でかい教会にはガーゴイル的悪魔の石像があるという、そこから抽出するのをうっかり忘れていた。

　話を戻し、川島省吾も、パイロットを父に持ち、幼少期にアラスカで一時的に暮らしていて、それで英語が堪能であったから起用、というのは触れなくていい事だと思う。

　「トシムリンにカイゼリン髭を付けたら漱石」とか、くだらない理由で起用している。

　そうパンフレットに書く。

　芝居作りは、例のキャンピングカーで漱石の著作を朗読すればいい。リズムがあるから、それだけで如何にも漱石が話しているように、なる。

　長沢くんが漱石をやっているぞ、と驚きを与えたい。


 「ソウセキ　ソウセキ　ソウセキⅡ」を作るべき。

　リンクには『「坊ちゃん」の時代』（なぜ入れてなかった？）を加えて、『漱石の孫』と岩波書店の『夏目漱石』、さらに『世界文学としての夏目漱石』も加えてなんだけど、皆さんご尊耳、イヤご存じの通り、アフィリエイトサイトの「本のセールスマン」を開設して、三か月やってみたけど、一冊も本は売れなかった。

　一冊もである。

　かーずＳＰさんは偉い。

　ディスカウント情報を皆知りたいから、手動で取りに行って、それで入力している。かーずさん偉い、かーず△と思う。

　「それに比べて、いしかわじゅんは」

　かーずＳＰさんを誰か、文学者・文豪を演じさせられないかな？

　中京経済から「かーずさんを出すなら、ロケ撮影に貸さないよ」と言われかねないので、幻影と書いて「まぼろし」と読む配役。


 　松崎克俊も出したい。

　『父・夏目漱石』でも登場する森田草平を、チョコプラの人がダメなら、リザーブとして

なんだったら吹き替えで

　最後に『日本文学盛衰史』で、ある程度同じ配役で、テレビドラマか配信ドラマか、ともかく撮りたい。

　作者である高橋源一郎を演じる櫻井孝宏が、血を吐いて「原宿の大患」で入院し、隣のベッドに川島省吾がいるというシーン。

　時間と空間が圧縮され、高橋文学のようになる映像による体験を視聴者に与えたい。これは映像作家なら、『ピンポン』でバタフライジョーが控室で羽化している映像を撮りたいと、


 　「修善寺の大患」になってしまう「不機嫌亭漱石」で同時に撮影、あるいは別カット撮りをしておく。

　ＮＴＲ……じゃなかった。ＭＣＵ的に『「坊ちゃん」の時代』に影響されて『日本文学盛衰史』があるから、繋げないといけない。（ＭＣＵと書いてマーベル・シネマティック・ユニバースのこと／ＮＴＲのことは口を噤んで言わない）


 高橋は「原宿の大患」の頃、『坊ちゃん』しか、受けつけなかったという。

　今の高橋があるのは、『坊ちゃん』のおかげ。

　あるいは日本文学の清である一葉に、「まだ来るな」と。


 　石川啄木役、有吉くんなら。

　金田一京助は岡田将生くんで、ある配役をすると、「誰だ、こいつ？」になる。

　ムラサキマン？

　漱石が読んでいる新聞に、ヒッチコックがカメオ出演みたいに、ムラサキマンの広告がある。　ホームページの「本のセールスマン」にあった「ソウセキ　ソウセキ　ソウセキ」を再び掲載して、反省会である。（ちむどん反省会とか言うな）

　オレならこう撮る案の『「坊ちゃん」の時代』を作り終えてから、

びっくりした伊集院の名前が、前半部と後半部で漢字の表記が違う。

　読み込みが足りなかったのだ。

　早速、「ソウセキ　ソウセキ　ソウセキ」を。


 ソウセキ　ソウセキ　ソウセキ


 　近年は夏目漱石について、いろいろな多角的な見方がされています。

　『先生と僕』のように4コマで漱石界隈のマンガ化があれば、夏目邸に出入りしていた寒月君こと寺田寅彦についての新書が出て、孫である夏目房之介さんが漱石の著作に触れた『孫が読む漱石』、はたまた小説には『漱石先生大いに悩む』などがあります。

　この小説の作者である清水義範さんはあとがきに「『坊ちゃん』的な明るい漱石像がどこへいってしまったのだろう」のようなことを書いていたと思いますが、そのような則天去私を気取った漱石像を覆したのは高橋源一郎氏の話では江藤淳さんです。

　江藤淳さんが『漱石とその時代』を書いたことで、コペルニクス的転回の漱石像が広まったのです。今現在の世の中に「まったく影響を及ぼさない文芸評論」の時代からは隔世の感があるのは否めません。

　また、夏目さんの指摘どおり、海外では漱石は知られていません。翻訳はされていますが、大学で日本文学を専攻しているなどの理由がなければ、ほとんど読まれていません。

　したがって、場合によっては漱石をジャパニメーションである『青の文学』シリーズの「こころ」の原作者として、海外のアニメユーザーに認知されている方が多くなる可能性もありますね。


 　　　☆


 　この後、誰も買わなかった本のリンクが続いている。

　その中には、『先生と僕』という漱石と門下生たちの交流を描いた四コママンガがある。

　この『先生と僕』で漱石は発音が正確などのエピソードが語られる。

時間が経ってしまい、読み返してないから忘れたけど、どうも芥川のエピソード、ど忘れたしたのか、どうなのか、結局「覚えきれない」に到達する。

　文庫本で建築探偵全四巻を持っているが、読み返したら、忘れている事多いね。ホワイトホール（銀の殿堂）には、アカメやるろんたの石像（みらいの太鼓も）が何故かあるのは、建築探偵にて、でかい教会にはガーゴイル的悪魔の石像があるという、そこから抽出するのをうっかり忘れていた。なぜか、女性器を象った……やめておこう。

　話を戻し、川島省吾も、パイロットを父に持ち、幼少期にアラスカで一時的に暮らしていて、それで英語が堪能であったから起用、というのは触れなくていい事だと思う。

　「トシムリンにカイゼリン髭を付けたら漱石」とか、くだらない理由で起用している。

　そうパンフレットに書く。

　芝居作りは、例のキャンピングカーで漱石の著作を朗読すればいい。リズムがあるから、それだけで如何にも漱石が話しているように、なる。

　永沢くんが漱石をやっているぞ、と驚きを与えたい。

　さくらももこ事務所と折り合って、永沢くんからモーフィングして漱石になる。

　ギャグはこれくらいにして、「ソウセキ　ソウセキ　ソウセキⅡ」を作るべき。

　リンクには『「坊ちゃん」の時代』（なぜ入れてなかった？）を加えて、『漱石の孫』と岩波書店の『夏目漱石』、さらに『世界文学としての夏目漱石』も加えてなんだけど、皆さんご尊耳、イヤご存じの通り、アフィリエイトサイトの「本のセールスマン」を開設して、三か月やってみたけど、一冊も本は売れなかった。

　一冊もである。

　だからそもそも本は売れないから、電子書籍作家が一人二人いて、どうにかなるような市場ではない。それで自分の本が売れないのは、電子書籍作家がいるからパイを奪われていると、


 　かーずＳＰさんは偉い。

　ディスカウント情報を皆知りたいから、手動で取りに行って、それで入力している。かーずさん偉い、かーず△と思う。

　「それに比べて、いしかわじゅんは」

　異常なやつあたり。

　こびとではない小人（しょうじん）は他人のせい、

　偉い人は自省すると、


 
 　かーずＳＰさんを誰か、文学者・文豪を演じさせられないかな？

　中京経済から「かーずさんを出すなら、ロケ撮影に貸さないよ」と言われかねないので、幻影と書いて「まぼろし」と読む配役。


 　松崎克俊も出したい。

　『父・夏目漱石』でも登場する森田草平を、チョコプラの人がダメなら、リザーブとして準備、台本を読んでもらっておいて、スケジュール仮押さえ。

　なんだったら吹き替えで、ポプテピピック方式。

　最後に『日本文学盛衰史』で、ある程度同じ配役で、テレビドラマか配信ドラマか、ともかく撮りたい。

　作者である高橋源一郎を演じる櫻井孝宏が、血を吐いて「原宿の大患」で入院し、隣のベッドに川島省吾がいるというシーン。

　時間と空間が圧縮され、高橋文学のようになる映像による体験を視聴者に与えたい。これは映像作家なら、『ピンポン』でバタフライジョーが控室で羽化している映像を撮りたいと、同じくらい撮りたいシーンで、平田オリザ演出の舞台演劇ではどうだったのか、調べないといけない。

　「修善寺の大患」になってしまう「不機嫌亭漱石」で同時に撮影、あるいは別カット撮りをしておく。

　ＮＴＲ……じゃなかった。ＭＣＵ的に『「坊ちゃん」の時代』に影響されて『日本文学盛衰史』があるから、繋げないといけない。（ＭＣＵと書いてマーベル・シネマティック・ユニバースのこと／ＮＴＲのことは口を噤んで言わない）


 高橋は「原宿の大患」の頃、『坊ちゃん』しか、受けつけなかったという。

　今の高橋があるのは、『坊ちゃん』のおかげ。

　あるいは日本文学の清である一葉に、「まだ来るな」と。

脳症にかかる子供もいなかった


 　石川啄木役、有吉くんなら。

　金田一京助は岡田将生くんで、ある配役をすると、「誰だ、こいつ？」になる。

　ムラサキマン？

　漱石が読んでいる新聞に、ヒッチコックがカメオ出演みたいに、ムラサキマンの広告がある。
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演劇と□のブックガイド


 今回、少し直したのが載っている。


 ※演劇と□のブックガイド


 　なんでも入ってしまう、□のボックスシステムだから、俳優トレーニングだったり、演劇に関わるマンガだったり、その他が入る。


 
 『俳優修行』　スタニースラフスキー

　この前編・後編、一部と二部があれば、本書はいらない。

　しかし、新しいシステムかメソッドを必要、開発する気があるなら、いろいろな問題提起、課題提供があり、結果的に「解答」が示されている事もある。


 
 扇田昭彦の著作

　新書『日本の現代演劇』が20世紀内の国内演劇事情をだいたい網羅している。

　唐十郎さんの赤テントに密着取材した『唐十郎の世界』もある。

　21世紀以降となると、


 鴻上尚史の著作

『演劇入門』（集英社）

『俳優になりたいあなたへ』（ちくまプリマーブックス）

『名セリフ！』（文芸春秋）

　『俳優になりたいあなたへ』で新幹線に乗り合わせたというのは、平田オリザの確か『演劇入門』か『演技と演出』に書かれている電車で同席した人と話をするか、という同席シークェンスを踏まえた


 　どうして国内外の演技（芝居と言っていい）と

海外の演劇は近代化


 
 平田オリザの著作

　演劇入門と演技と演出（共に講談社現代新書）


 
 『演劇入門』　千田是也

　この千田さんは、ドイツに留学していたのか、ブレヒト「三文オペラ」初演を観てきたらしい。

　この『演劇入門』を、どうやら勝新太郎はアンチョコにしている。いわゆる「真似る」ことで、やがて「学ぶ」ことがある。


 『偶然完全 勝新太郎』　田崎健太

　これはなんらかの「事故」が起った時、どうふるまうべきか、カツシンは正しかったのか、その事の重大な課題が書かれている。

　他にも、テレビドラマの原作の権利を持っており、お兄さんと一緒に撮影するはずが、テレビドラマ化したい方が横槍を入れてしまい、その件でお兄さんとの距離が離れてしまう。

　春日太一『天才　勝新太郎』ともに読んで、不世出俳優の足跡と芝居を学んでほしい。


 
 『演出術』　蜷川幸雄

　ここに、野田さんの「名セリフ！」があり、よく私は引用し、西尾維新の読者にしょっぱい顔をさせる。

　そこから「キメラのメソッド」を抽出する。


 
 『舞台上の青春』

　高校演劇についてのノンフィクション。

　もし、これを読まれる高校演劇を現役でしている部員は、表方裏方どちらも絶対に必読。

　高校演劇コンクールに出場するなら、スケジュールがわかる。

　俗にいう甲子園、全国高校野球選手権大会の夏に始まって、夏に終わるというのがスケジュールだが、高校演劇コンクールは独特なスケジュール。秋に全国大会の予選があり、翌年の夏に全国大会がある。

　これは『アルプススタンドの端の方』などの映画も必見だろう。


 『風姿花伝』　世阿弥

　まず現代訳を読む事を薦める。


 　現在でも使われる「花がある」というフレーズの語源で、「初心忘れるべからず」は『風姿花伝』ではなく『花鏡』にある言葉など、解説書に書かれる注意もよく読んでから、


 　崇徳院に送った和歌が引かれている事、複式夢幻能や秦河勝「はたのかわかつ」の用語・固有名詞等を事前に知ってから読んだ方がいいが、とりあえず読んでおいで、後から解説書を読んで理解を深めてもいい。

　演劇の聖数は、三つではなく66である。例のダイバダッタが一万人の……これ以上は自分でちゃんと調べる。


 
 
 
 □中島らもさんの著作

　劇団リリパットアーミー（直訳は小人族の軍団）を率いた座長、でもあるのが作家・中島らもさんである。

　ある言葉を残しており、優れた評論家、というより「評論家」になってしまう。

　マイナーな著作に書いてあることなので、あまり有名ではないが、自分で調べれば、自分のものになる。


 
 □イロモノの野望　男色ディーノ

　プロレスラーの著作であるが演劇をしたら、劇評で酷い事を書かれるが、『イロモノの野望』に書かれている事で、だいたい対処できる。

　マットの上か、板の上かの違いになる。

　だから、映像と舞台の演劇のみだけじゃなく、いろいろな事に役に立つ。


 
 □七人のシェイクスピア　ハロルド作石

　とりあえず、シェイクスピアの情報を知りたいなら、このマンガを読み、「史実」との違いを「学習」する事。


 
 
 □成井豊のワークショップ

　トレーニング法の書籍その一

　発声訓練として「ういろう売り」を薦めている。

　浪川大祐さんがよくやる、あのトレーニングである。


 
 □ボクシング世界元・チャンピオン飯田覚士のおうちで簡単ビジョントレーニング

　トレーニング法の書籍その二

　脳のミラーニューロンを鍛える方法としてビジョントレーニング、見るを鍛える事が脳を鍛えると、判断している。眼球をよく動かす事が、脳神経を動かす事に繋がる。

　鏡とビジョントレーニングを組み合わせてミラーエクササイズをする。

　ミラーのシステムの基礎トレーニングとなろう。


 
 □演劇ワークショップのレッスン

　トレーニング法の書籍その三

　鴻上さんの他の書籍とは分けて、俳優のトレーニング主体であり、

　実際に同じワークショップをしているから、機会と予算があったら、そちらを優先すべき。


 
 □ありえない未来の思い出たち　第三巻

　ゲーム企画「シルエットアクター」の内容をマンガにしたもの。

　とくに裏方の人に読んでほしい。

　途中で著作権問題が発生し、死後の著作権延長によって、ブレヒトとクルト・ヴァイルの権利問題が復活してしまい、再び失効するまで、うかつな事はできない。

　それでAmazon・kindleインディーズマンガに後半が置けないのである。


 
 





ピリオドの向こう側　Ⅱ







MACHIYAMA　ＶＳ　AKIMAN


 　町山智浩さんの映画批評本は良く読んでいるし、「今、映画批評は売り物になるか」でも、一項を設けている。

　もちろん、映画批評は売り物にならないとあらかじめ、わかっている。

　そもそも映画批評は、もうYouTubeの動画やPodcastの音声、場合によっては浜村淳が山ほどいる、TikTokで二三行の映画REVIEWで時短で観る聴くという、中国に性的嗜好がバレてしまうと思うんだけど、過当競争が激しいそこで広告が付けば、運よく「売れる」こともあるけど、販売や有料会員制は難しい。（どうでもいいけど「にじゅうさん」なら廿三とちゃんと漢数字を書く）

　映画評を読むという事は、無い。

　観るか、観ずに済ませる時短をしたい。

　そういう消費者が多いと。


 ☆

町山さんの映画本とＴＶ　冒頭部掲載


 　町山智浩さんの本はいろいろ読んでいる。

　テレビも観ている。

　『ファビュラス・バービー・ボーイズの映画欠席裁判』の柳下さんとの共著まで読んでいる。『ストリートファイターⅡ』のダルシムの元ネタは、『空飛ぶギロチン』なのかと、発見もある。

　「映画秘宝」という雑誌名は批評ではなく秘宝館の秘宝である。

　お色気映画を肯定する意味で“秘宝”とつけられたのか。そんなことはともかく、映画事情も知れる。

　ＰＧは単純には年齢制限だ。

　アメリカ映画には日本の映倫みたいにＰＧが設定されていて、それぞれに子供でも誰でも、保護者と同伴、成人以上等の視聴制限がある。（手元にちゃんとした資料がないなと思われた方、その通り）

　それから、ＰＧとＲ-18の間にひとつカテゴリーをスピルバーグが作らせたらしい。それを逆手にとって子供を映画館に連れてきたお父さんを楽しませるのが、ピクサーの『Mr.インクレディブル』。

　オセロの白い方とやっていた日本未公開映画の本も読んだ。

　元々、ＭＸＴＶ「松島×町山未公開映画を観るＴＶ」という、まんまな内容で、たまたま都心に出かけて、宿泊施設のテレビを観ていたら、町山さんがアーミッシュの格好をしているのを観た事がある。アーミッシュについては、とりあえず刑事ジョン・ブックの『目撃者』を観賞すると、いい。

　『映画欠席裁判』でアーミッシュの人をバカにしている。「あいつら日本語の文献なんて読まない」と、けっこう危ない橋を渡っている。クリント・イーストウッドに「アルツ（アルツハイマー）入っている」と、言っておいて、後にイーストウッドにインタビューしたり、突撃取材して食えない親父と語っている。

　そんなんだから、右翼に銃撃される。

　イーストウッドも、ファミリービジネス的に嫁や子供、愛人の子を映画出演させて、これは雑誌「SCREEN」では語られない話である。リアルなイタリアの種馬。

　お互い、たいした人物だ。


 
 ☆

　アーミッシュについての追加情報、きたろうさん経由の「アメ知る」で、馬車にUSBの差し込み口があり、幌に太陽光発電パネルを付けて充電できるみたいな、けっこう変化しているらしいけど、そんな文明と関わっていると、海外で悪口言っているのを、知られない？

　アーミッシュの作る手工業生産物がアメリカ市場、ひいてはヨーロッパなどに売れているから、ウィリアム・モリスのアーツ＆クラフト運動が成功してしまった希有な例ではないか？　クリスチャンのあるべき姿ともあいまって、買ってあげたいという消費欲も信者さんにはある。

　見事な接続で「CONTINUE」の安田朗さんのインタビューでは、「ダルシム腕が伸びすぎ」と笑いが出たらＯＫ出しをすると、この元ネタが「空飛ぶギロチン」らしい。信者さんのあるべき姿である。

　近所のレンタルビデオ屋に無いから、残念ながら、映画は未見である。ブルボン小林さんと同じく『観なかった映画』が山ほどある。

　そういえば、ブルボン小林さんは「なるべく取材しない主義」とあんまり取材しないで、独自の卓見を語るけど、いしかわじゅん先生に芥川賞作家たちはみんな小突かれている。これでよく文藝春秋社と仕事が出来たと思う。

　確かに、エドモンド本田も「どすこい!!」と言って、スーパー頭突きをして、空飛ぶ横綱、「なんだろう『横綱大社長』でも読んだんですかね？」と笑いが出る。絶対に笑いが出たからＯＫが出たと思われる。小見出しも「現場の笑いが生んだ『ストリートファイターⅡ』」とあるので、確定ではないが、かなり信憑性はあると思われる。（なんでもストⅡの曲をかけながら読んでほしい）

　現在、こういう現場のあり方を保とうとすると、インディースシーンになる。

　なかなか路上観察学会的に、何かの物件を見つけてゲラゲラ笑って、それをそのまま採用していくというのは、出来なくなっている。

　今の開発現場では、複数のパートの事情を総括するプランナーが「そういうの、止めよう。他（営業・上層部からデザインやプログラム）が怒る」と、「営業がどうのこうの」とか、文句が出てきそうな件になってしまい、折り合いをつけるために削っていく源泉徴収をするのである。

　私は、でもしかプランナーだけど、面白い事や良くなる事よりも、面白さを源泉徴収するのが、プランナーの仕事だと、わかっている。ＰＳ２以降とか書くと、『ゲームの歴史』みたいに任天堂のソフトの事実誤認を「ウルセェ」というほど指摘される。

　で、インディーズではなく、クラウドファンディングをすると、『ゲームの歴史』に書いているように、無難なモノになってしまう。

　すると、クラウドファンディングで手数料がほしい、胴元が「クラファンの悪口を言うな！　科博のクラファンみたいに手数料で一億円がほしいんだ」と、ゼニクレイジーな反論を表だって、しない。

　資金面の話、『ブラックフィンガージェット』みたいに、スルタンが急に現われて、資金提供してくれるグレンダイザーＵ方式は言わなくてもわかるが、万が一しかない。

　その万が一があって、よかったのである。

　アーミッシュ！　懸念はアクワイアがちゃんとしてくれるのか、ストローで開発費をチュウチュウするのか、アキバストリップ的に「剥ぐ」のか、リリースされたゲームをやってみないとわからない。


 　これ、書いていいのかな？

　書くか。


 　「シェイクスピアロマン」の格闘ゲーム、ひいては『鬼滅の刃』の2D格闘ゲームの開発企画に、安田朗さんは呼ばない。

　あきまん氏にも声を書けない。

　なんか懸念材料があると、頭の端に何か引っかかっていた。

　ドットグラフィッカーの技術継承で員子と書いて、かずこと読む方を呼ぼうとか、『ドーナドーナ』のせっかく作った開発ツールを流用させてもらおう。それで新人に開発を覚えてもらって育成をしよう。

　そういう構想から外れていただけである。

　他意があったわけではない。

　『ゴーヘルゴー』があるんだし、もう、この件はいいじゃないか。

　「開発費一億円で済むワケねぇだろ。

　アニプレックスのカネを溶かしたかっただけだろう」

　まあ、そうなんだけど、それで、「CONTINUE」のインタビュー記事読み返して気づいたけど、ストⅢで春麗のドットグラフィックを作るのに何年もかかっていると、デザイナー学校出たての新人たちに、そんな開発状況は見せられない。

　ドットグラフィックを「描く」とは言わず、「作る」とあきまん氏は語る。

　私は「組む」と表現する。

　モールスまで遡る点描、ドグラは半分プログラミングに近い。かつてはパレット数が制限されているため、いろいろと、「パレット数も情報量があるから、テキスト量が増えたらパレット数も減らす、ランタイムアクセスメモリーは無限じゃないから」という半分プログラミングだと。


 　タイリングの「タイルの色の種類に限りがある」場合によっては、「使えるタイル数にも限りがある」という、


 通信とかネット対戦で帯域が広くなかった時代は、やはり情報量をおさえる。


 　最後には、プログラマーが描画プログラムを組んで、魔法のようなドットアニメーションを画面上に描くこともある。まあ、デザイナーの領分を冒すなと、統合的にプログラミングを組むのと、一緒と言われるのも、「なんだかなあ」と釈然としないものも、わからんでもない。

　パレットアニメーションをやりはじめたら、プログラミングじゃん。

　桜井政博さんのへろへろ弾が正しい。さらにドグラを動かすと、コンピュータの性能で違う。アニメーターの方法論だけじゃ通用しない。いいプログラマーとデザイナーが組んで、

３Ｄモデルやドットの素材を作る人


 　この「作る」か「組む」かで、イデオロギー闘争に発展するのは、目に見えている。プログラマー寄りの表現、デザイナーにとっては面白くない。

　『虎の血』を読むと、岸監督と藤村選手の表面化する仲違い、現場で起っている。ということはないよね。


 　武器兵器考証が得意だと思うから、グラディウスにはフラーがないとか、盾は左手用で、左利きの逆腕では持ち手が不都合でとかありそうじゃない？

　だから、ローマ軍は左利きの人は左腕を固定して、訓練すると言われる。


 　カプコンさんの、そのぉ、選手王様気質？

選手　＞　監督の力関係と同じ事が、カプコン内で起っているのか


 ともかく開発資金の圧縮をするために、採用される新人たちに見せられない。（契約社員で安くこき使われる）

　「お前、アニプレックスのカネを溶かしたかっただけだろう」


 　まあ、そうなんだけど、それは安田さんに還元される事はない。


 　そもそも安田さんのドットグラフィックの「作り方」、カプコンのドッターに受け継がれているはず。それは員子さんも、そう。『ＯＣＴＯＰＡＴＨＴＲＡＶＥＬＥＲ』で員子さんの技術継承がされていると思ったら、このソフトの開発元がアクワイアで、やはりＢＦＪが期待できる。（開発費チュウチュウだけはやめてくれ）


 　Ｒマーク、レンホーシールのことだけど、本人が着ているＴシャツは、白地にＲは黒文字だった。しかし、疑惑とされるシールは黒地に白抜きのＲって、これを見分けられないのは、マークⅡはエゥーゴカラーとティターンズカラーがあるのを見分けられない、「お前本当にガンダムファンか？　ファースト至上主義者？」と富野監督に言われそう。

　「ヒミコヤマトは面白いです。まだ公開されてないけど」

　町山さんがベリングキャットみたいな事をして、追及してほしい。

そして、ともに倒れてくれればいい。

　ポケモンみたいになってくれて、「行け！　ウェイン。アキマンにかみつけ」とけしかけたい。『はだしのゲン』でたとえると、町内会長と隣に暮らしている人、二虎競食の計である。


 とはいえ反論で、辻本清美が同じのを着ていたのである。

　色反転のＴシャツであった。

　それなら器物損壊の事件化されるはずなのに、追加報道が無いから、いったいどうなっているのか、

　もう蓮舫さんが（首謀犯として）刑事訴追されても、おかしくない。罰金刑になるのか、選挙に関わる事だから公民権を失う沙汰が下されるか、そこまではわからない。しかし、レンホーは騙されていた被害者かもしれないし、足元をすくわれたのか、本当にまったくわからないのだ。（後日、兵庫の県知事戦でデマゴギーがメチャクチャ出回った事を鑑みると同じ手を使われたようだ）

　石黒正数さんがちょっと表現規制の件で東京都のイベントでは『それ町』のアニメをの参加を控えていた。

　その件を逆恨みしている勢力（受験戦争勝者で記憶力高く根に持つ）が、やはり表現を規制しまくる件に意を唱える「いいね」をすると、Ｑアノンとか言われて、いろいろと工作されていたんじゃないか？

そこまでは、推測できるけど、足がつくマネをしているか、

　ところがさあ、会計責任者問題で、連座制を摘要しない？　それって会計責任者に「草」みたいなヤツを入れさせてるっ事？

　だから、連座制をとらせない。


 　『もっとも危険なアメリカ映画』で『オール・ザ・キングズ・メン』を取り上げているじゃない？　リメイクじゃなくて、オリジナル版を観てみると、現職候補と対抗馬の票を割るために、第三候補として出馬しているジャック？　フランク？　が安倍晋三みたいに殺されてる人。（銃撃前は逆だった）

　新潟知事選にも、謎の人物が現れて、対立候補よりも、反原発を訴えて、反原発票を割ろうとしていた。それはどこかからカネが出て、供託金を払わされているとか、選挙後の消息がわからない。


 　誰が政治に絵図を書いているか、

　関電（関西電力）ではないか？　そこと組んでいる電気事業連合会じゃない？

　万博も電気をたくさん使ってくれる。


 
 注記　でもしかプランナーについて

　「プランナー“でも”するか」「プランナー“しか”できない」のが、でもしかプランナーで、それは「コトバを食べる、ケモノ。」や「ななつとみっつとひとつ」程度じゃ高く評価されない。

　観ればわかる。

　中井祐樹さんと同じ、「私如きが偉い」ではなくなった時、柔術の普及が終わる。

　ゲーム業界で言えば、桜井政博さんクラス……なんでしょうかね？







キミはどう見えている？　前半視聴以前


 　宮崎アニメのキミどう？　と略せばいいのか、例のあの映画の話をする前に、「今、映画批評は売り物になるか」の宮崎の項、


 
 　　　宮崎駿は「父」と和解できるか　一部掲載


 　本項はマンガ批評の本として予定している「てづかに帰れ！」でも載せると思うので、そこはしょうがないのではないだろうか。

　それとまだ、出来ていない映画の話するのは、どうかと思うが、横から見るか、下から見るか、シャフ度から見るので有り。日本映画の最高興行成績をあげてしまった宮崎駿は邦画を語る上で抜きにはできない。（本名は宮﨑らしい・要出典）

　手塚アニメの反対をやりたかったのか、微妙なところである。

　津堅信之さんという、アニメ研究者が手塚アニメはアンチディズニーと記している。ディズニーのようなフルアニメーションではないリミテッドアニメーションだけでなく、その実験性がディズニーアニメとは違う道を虫プロに歩ませ、とくにアニメラマ三部作はアンチディズニーの象徴だろう。この系統はアニメ製作会社シャフトが継承している。

　さらに出﨑監督やりんたろう、ガンダムの富野由悠季などの人材も多く輩出し、商業路線的な成功は一時的にあった。

　こうした虫プロのアンチディズニーと方向が違うところを目指したのが、東洋のディズニーを標榜した大川博をトップとした東映動画、戦中のアニメーターたちを抱えていたはずだが、ニューカマーたちはフランス産長編映画『やぶにらみの暴君』でアンチディズニーを目指した。高畑勲、宮崎駿に小田部洋一である。


 
 
 　ここまでにしておくけど、

仮題として「君は最後の資本家が美少女なら今まで共に戦ってきた同志諸君を裏切るのかい？」にも収録される


 
 　映画の『君たちはどう生きるか』は、ちゃんと宮崎は手塚と和解できたのか、その点が重要であり、他のテーマ

　児童文学の持つ「人生は生きるに足る」欺瞞を表現できているかは、あまり興味が無い。

　今までは宮﨑勤死刑囚を連想するためか「宮﨑」を使っていなかったのに、最近、心境の変化があったのか、宮﨑にしている。

　髙木社長なのに、ディーノの本では高木になっているようなものだろうか。髙木マウントである。男色ディーノは特別なのである。団体の社長になる日もあるかもしれない。（後日・棚橋が新日の社長になってしまったように）


 　主人公の父は、マンガという実母がありながら、妻が亡くなると、アニメという妻の妹をのちぞえにしている、という少年宮﨑の視点から、公認の不倫で出来た子が「弟」であるという、なんとなく見立てが観る前からできてしまう。

　ウォルト・ディズニーが一時期にマンガを描き、やがてはアニメーション制作に移り、国内ではまず横山隆一がなぞって、おとぎプロを作り、さらにそのスタッフが手塚が雇っている


 　夏目房之介は「私の無意識は手塚治虫である」と、名言を残している。

　宮﨑の無意識もまた、手塚ならば、彼なりの観念複合体

　『手塚治虫語辞典』の宮崎駿の項、そこには手塚の評価は高い。それはあくまでマンガ家としてであって、創作されたマンガも敬意がある。ただ、アニメについての酷評は有名である。

　その手塚と和解できるのか、私の見立ては、父とは和解しない！　でも産まれてくるという弟（アニメ）は認める、という苦渋の選択ではないか？

　実は2024年六月現在、くだんの映画をまだ観ていない。


 やはり有名な映画は内容が漏れ出る、そのため地獄へ行って母に会うというストーリーが観ずにして伝わり、スサノオ神話の再話であるのは、観る前からわかってしまう。

　それでなければ、ヒットしていない証ができている。

　しかし、憶測もとびかうのである。


 　ストーリーのタイトルを吉野源三郎の書籍と同名にしたのは、いったい何を考えていたのだろう。


 備考

「君は最後の資本家が美少女なら今まで共に戦ってきた同志諸君を裏切るのかい？」、おそらく最後の資本家が母親なら、宮﨑は裏切るのだろう。
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ユアストーリーのリメイク企画


 　今回は趣向を凝らして、斎藤美奈子さんの「名作うしろ読み」シリーズみたいに、最後の数行から抽出する。


 
 「おとーさん

　わたし…

　消えちゃ…

　うけど

　ずっと　忘れ

　ない　でね…」


 
 　と、タバサが言うセリフである。

　なんで映画のドラクエであんなことにしたのか、やはり、銃後に、光の教団が十逸今日かい？　の問題があると、わかってしまった。

　ぶっちゃけ、カルトウォッシュしなくてはいけかったのでは？　カラードがやらないといけない役を白人にさせるホワイトウォッシュというが、

　けっこう、ドラクエⅤのテーマを抜くことになるから、


 宗教二世の流浪の物語、


 　違う方法で、原作ゲームの統一協会批判を引き継ぐ手段が、タバサをフューチャーするという、

統一協会という存在があるからタバサという「女勇者」が消えてしまう。


 　映画も否定せず、原作もターンＡ（全肯定）するために、テキトー感いっぱいに作ったにしては、「よくできてるね」と。


 　おいろけギャグとか、黒い子猫（声の出演・川島省吾）の背表紙のマークとか、そんなのはチャフに過ぎないのである。

　わざわざ説明して、直接的に統一協会批判をしないとダメだ、と言う人がいるから、それを「伏せて書く」「行間を読んでもらいたい」というのが通用しない人がいる。


 　変なＶＲゲームをやっている事に


 　「アナーキー・イン・ザ・子供かわいい」はＶＲゲームをやっていたというオチでも、ユアストーリーさせて下さい。







書評







書評　すべては『激突』から始まった


 　二時間ドラマに関する本が無い、無いと、言っていたけど、ついに発見した。

　見つけるまで、時間がかかった。


 
 　高橋英樹のモチネタ

　ラブシーンを演じられない


 　テレフューチャー

　テレビ映画で

　劇場でかけられる映画は、放送枠内にカットせざるをえないのにたいして、テレビ映画は放送時間内におさめることができる。


 
 　書籍では、ヌーベルヴァーグの影響


 
 　タイムコードがあるというより、

　スポンサーの時間帯が違う。

　だから、十時またぎこと、高橋英樹が不得意なシーンが十時ころに起こるのは、チャンネルを変更する人

　企業をイメージを良くしたいメインスポンサーが交代
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